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九
世
紀
末
ま
で
の
主
要
な
氏
族
名
・
人
名
を
一
冊
に
:
:
:

全
項
目
に
訓
み
を
付
け
た
最
新
の
編
集
/

坂
本
太
郎
・
平
野
邦
雄
監
修
鏑
拍
報
版
務
官
込

日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典

大
化
前
代
か
ら
「
六
国
史
』
の
終
わ
る
仁
和
三
年
{
八
八
七
)

ま
で
に
あ
ら
わ
れ
る
氏
族
名
・
人
名
か
ら
二
八
0
0項
目
を

収
録
.
氏
族
名
は
、
姓
(
カ
パ
ネ
}
、
発
祥
の
由
来
、
駿
掌
、
改
氏

姓
の
経
緯
、
同
族
関
係
な
ど
を
記
述
し
、
人
名
は
生
没
年
、
父

母
、
履
歴
、
活
動
内
容
な
ど
を
記
述
し
た
.
菊
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/
七
六
O
頁
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ト
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イ
ト
廃
広
を
め
ざ
す
国
際
協
力
出
版

が
ト
ヘ
イ
ト

B
C日
本
人
に
何
が
一

聞
が
輝
く
訴
訟
霊
能
開

南
ア
民
衆
の
生
の
戸
を
伝
え
る
現
地
レ
ポ
ー
ト
、
ポ
ス
ト
・
ア
量
E

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
展
望
す
る
座
談
会
、
わ
か
り
や
す
い
運
動
同
月

の
手
引
な
ど
多
彩
な
内
容
を
収
録
。
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出
版

流

通

読

者

ー
ー
と
っ
と
り
「
本
の
国
体
」
を
始
点
と
し
て

• 

• 

山
陰
本
線
の
鳥
取
駅
を
降
り
る
と
、
目
の
前
に
鳥
取
城
跡
を
残

す
久
松
山
が
迫
っ
て
く
る
。
本
通
り
を
真
直
ぐ
っ
き
当
り
、
こ
の

山
を
背
に
武
家
門
を
く
ぐ
る
と
、
昨
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

最
新
の
設
備
を
誇
る
鳥
取
県
立
図
書
館
新
館
の
景
観
が
ひ
ろ
が
る
。

オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
開
館
の
ち
ょ
う
ど
翌
日
、

山
陰
旅
行
中
の
人
文
会
会
員
社
と
取
次
、
そ
し
て
地
元
読
者
、
図

戸、

米
子
今
井
書
庖
士
三
一
定

鳥
取
富
士
書
庖
」
Alj
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永

井

伸

和

書
館
員
、
書
庖
員
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
を
考
え
る
た
め

に
、
人
文
書
は
、
何
を
提
供
で
き
る
の
か
」
が
開
催
さ
れ
た
。
版

元
か
ら
読
者
に
至
る
人
々
が
一
堂
に
会
し
て
語
り
合
っ
た
こ
の
集

い
は
、
県
立
図
書
館
長
の
意
欲
と
、
地
元
定
有
堂
庖
主
の
努
力
に

よ
っ
て
実
現
し
た
企
画
で
あ
っ
た
。

一
方
、
米
子
市
立
図
書
館
の
開
館
を
祝
っ
て
、
第
三
田
地
方
出



版
文
化
功
労
賞
の
表
彰
式
と
記
念
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全

国
各
地
の
地
方
出
版
の
ご
苦
労
に
賞
を
贈
る
も
の
で
、
今
回
は
秋

田
県
の
無
明
舎
出
版
編
『
プ
ナ
が
危
な
い
』
が
受
賞
、
次
席
は
三

浦
佐
久
子
著
『
壷
中
の
天
地
を
求
め
て
』
(
栃
木
)
、
森
岡
雅
子
著

『
愛
す
べ
き
酔
払
い
に
捧
ぐ
』
(
高
知
)
だ
っ
た
。

十
一
月
に
は
、
県
立
図
書
館
で
、
鳥
取
県
図
書
館
協
会
の
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
協
会
は
、
公
共
図
書
館
、
学
校
図
書
館
、

大
学
図
書
館
、
さ
ら
に
民
間
の
文
庫
や
個
人
ま
で
交
え
て
、
図
書

館
の
振
興
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
官
・
学
・
民
の
三
者
が

捕
っ
た
全
県
的
な
組
織
は
、
全
国
で
も
長
野
県
に
次
い
で
二
番
目

だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
図
書
館
の
催
し
に
見
る
如
く
図
書
館
後
進

県
と
い
わ
れ
続
け
て
き
た
鳥
取
県
が
、
文
化
行
政
の
中
心
に
図
書

館
を
置
き
、
市
民
の
図
書
館
を
求
め
る
動
き
は
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
な
が
ら
も
、
今
大
き
な
流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
一
〔
J

、
「
本
の
国
体
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ブ
ッ
ク
イ
ン
と
っ

と
り
町
「
日
本
の
出
版
文
化
展
」
へ
の
歩
み
と
、
そ
の
課
題
を
振

り
返
っ
て
み
よ
う
。

「
表
垣
文
庫
を
始
め
ま
し
た
の
で
、
本
を
借
り
に
来
て
下
さ
い
」

日
曜
日
毎
に
、
有
線
放
送
を
通
じ
て
子
供
た
ち
の
声
が
聞
え
て
く

F鵬、
、、-

る
。
昭
和
四
十
七
年
、
結
婚
と
同
時
に
境
港
市
表
垣
町
に
住
ん
だ

私
達
夫
婦
が
地
域
の
人
々
と
共
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
開
い
た

表
垣
児
童
文
庫
も
、
い
つ
の
間
に
か
十
数
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

そ
の
間
児
童
文
庫
の
輪
は
県
内
に
広
が
っ
て
、
今
や
百
を
数
え

る
。
文
庫
に
集
ま
る
子
供
の
本
へ
の
欲
求
は
、
必
然
的
に
公
共
図

書
館
へ
の
関
心
と
要
求
と
な
っ
た
。
し
か
し
昭
和
五
十
二
年
の
境

港
市
立
図
書
館
の
誕
生
ま
で
は
市
立
図
書
館
は
皆
無
で
、
県
立
鳥

取
、
米
子
図
書
館
と
そ
の
分
館
が
県
内
を
カ
バ
ー
し
た
半
面
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
第
一
線
に
あ
る
市
町
村
立
図
書
館
は
育
た
な
か
っ

た
。
こ
の
貧
し
い
現
実
に
、
住
民
に
密
着
し
た
図
書
館
づ
く
り
の

運
動
を
始
め
な
け
れ
ば
と
、
文
庫
の
お
母
さ
ん
や
青
年
た
ち
が
、

「
聞
か
れ
た
図
書
館
づ
く
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
を
開
い
て
き
た
。

こ
の
運
動
の
中
で
、
鳥
取
県
に
は
か
つ
て
、
明
治
以
来
の
中
央

か
ら
の
官
制
の
図
書
館
づ
く
り
の
傾
向
に
対
し
て
、
住
民
自
身
が

自
分
た
ち
の
図
書
館
を
意
識
し
、
民
主
的
な
図
書
館
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
輝
や
か
し
い
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
早
く
も

明
治
時
代
に
は
鳥
取
の
遠
藤
薫
、
八
橋
の
藤
本
重
郎
、
境
港
の
小

泉
憲
貞
の
私
立
の
文
庫
ゃ
、
図
書
館
の
活
動
が
あ
り
、
遠
藤
た
ち

の
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
昭
和
六
年
、
県
立
鳥
取
図
書
館
が
完

-2 
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刈昌弘

成
、
司
書
は
日
本
十
進
分
類
法
の
発
案
者
森
清
、
館
長
は
鳥
取
新

報
主
筆
で
あ
っ
た
河
野
寛
治
で
、
当
時
流
行
の
「
パ
リ
の
屋
根
の

下
」
を
も
じ
っ
て
「
図
書
館
の
屋
根
の
下
」
と
呼
ば
れ
た
文
化
サ

ロ
ン
と
な
っ
た
。
戦
後
も
鳥
取
ガ
ス
児
嶋
会
長
を
中
心
と
し
た
知

識
人
の
粘
り
強
い
図
書
館
運
動
が
続
き
、
今
再
び
、
こ
の
鳥
取
県

の
伝
統
が
地
下
水
の
よ
う
に
地
表
に
現
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

昭
和
五
十
八
年
、
公
共
図
書
館
や
民
間
の
図
書
館
運
動
に
か
か

わ
っ
て
い
る
人
々
が
「
第
一
回
鳥
取
県
民
読
書
週
聞
連
絡
協
議
会
」

に
集
ま
っ
て
、
読
書
週
間
行
事
の
共
同
広
報
を
行
っ
た
。
と
も
す

る
と
マ
ン
ネ
リ
に
堕
し
て
し
ま
う
読
書
週
間
に
魂
を
入
れ
、
全
県

的
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
共
に
考
え
よ
う
と
い
う
訳
で
あ
る
。

こ
の
協
議
会
が
昭
和
六
十
一
年
、
県
立
図
書
館
新
設
が
決
ま
っ

た
今
こ
そ
、
市
町
村
図
書
館
の
振
興
を
と
、
再
び
「
聞
か
れ
た
図

書
館
づ
く
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
滋
賀
県
立
図
書

館
前
川
恒
男
館
長
の
記
念
講
演
の
後
の
討
論
の
場
で
、
地
方
か
ら
、

図
書
館
ゃ
、
読
書
、
出
版
文
化
に
つ
い
て
問
い
直
す
読
者
の
運
動
、

そ
れ
も
国
民
体
育
大
会
の
よ
う
な
県
民
あ
げ
て
の
運
動
が
で
き
な

い
か
と
、
「
本
の
国
体
」
の
提
唱
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
秋
、
「
地
球
は
い
ま
」
を
メ
イ
ン
テ
l
マ
に
、

図
書
の
テ
l
マ
別
展
示
、
各
種
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、

戸、

「
本
の
国
体
」
の
県
内
三
会
場
に
、
県
人
口
の
一
割
を
超
え
る
六

万
七
千
人
の
人
々
が
来
場
し
賑
わ
っ
た
。
ま
た

N
H
K教
育

T
V

は、

E
T
V
8文
化
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
特
集
「
出
版
、
流
通
、
読
者
ー

と
っ
と
り

n
本
の
国
体
H

を
め
ぐ
っ
て
」
を
放
映
し
た
。
番
組
で

は
、
「
本
の
国
体
」
会
場
を
訪
れ
た
市
民
の
声
に
始
ま
り
、
中
小

専
門
出
版
社
、
地
方
出
版
社
、
取
次
、
図
書
館
、
地
方
の
書
買
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
出
版
文
化
や
流
通
に
か
か
わ
る
問
題
を
語
っ

た
。
な
か
で
も
浦
安
市
立
図
書
館
竹
内
紀
吉
館
長
が
、
こ
の
番
組

に
登
場
さ
れ
た
こ
と
は
顧
つ
で
も
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
「
人
文

会
ニ
ュ
ー
ス
」
岨
号
(
一
九
八
七
・
五
月
)
に
寄
せ
ら
れ
た
竹
内

館
長
の
「
中
小
出
版
社
の
在
庫
徹
底
収
集
の
試
み
」
を
読
み
、
専

門
書
を
買
い
支
え
る
図
書
館
の
役
割
の
重
要
性
を
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
に
、
大
い
に
共
感
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
図
書
館
の
竹
内

氏
、
書
屈
の
私
の
共
感
と
同
様
に
、
東
京
の
作
家
の
立
場
か
ら
の

日
本
文
芸
家
協
会
の
「
文
芸
書
の
売
れ
行
き
不
振
を
打
開
す
る
た

め
の
文
芸
書
専
門
庖
構
想
」
に
、
地
方
の
読
者
の
立
場
か
ら
の

「
本
の
国
体
」
実
行
委
員
会
は
共
鳴
し
、
こ
れ
を
受
け
て
会
場
内

に
「
文
学
〈
遊
〉
空
間
」
と
い
う
文
芸
書
専
門
庖
の
模
擬
屈
を
設

け
た
。
米
子
市
の
今
井
書
居
文
芸
書
専
門
庖
は
そ
の
試
み
の
延
長

に
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
地
方
出
版
文
化
功
労
賞
」
も
、
東

-3 



京
一
極
集
中
の
出
版
流
通
に
対
し
て
、
地
方
と
地
方
を
出
版
物
が

結
ぶ
水
路
を
切
り
拓
き
、
人
と
文
化
の
交
流
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
、
今
日
の
日
本
社
会
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
、

「
本
の
国
体
」
開
催
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
本

の
国
体
」
の
課
題
の
第
一
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
図
書
館
の
振
興

と
読
書
推
進
運
動
で
あ
る
が
、
更
に
図
書
展
示
セ
ン
タ
ー
構
想
を

提
案
し
て
い
る
。
国
民
体
育
大
会
が
多
く
の
体
育
施
設
を
残
し
た

よ
う
に
、
「
本
の
国
体
」
会
場
は
大
会
後
、
県
単
位
の
常
設
図
書

展
示
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
国
会
図
書
館
へ
の
納
本
と
同
様
、
出
版

の
つ
ど
出
版
社
よ
り
一
冊
は
提
供
さ
れ
る
全
出
版
物
が
展
示
さ
れ
、

中
央
と
地
方
の
情
報
格
差
を
是
正
し
、
一
冊
の
本
と
の
出
会
い
を

保
障
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

足
早
に
、
「
本
の
国
体
」
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
た
。
「
地
方

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
全
体
も
変
わ
ら
な
い
」
と
、
日
本
一
小
さ

い
鳥
取
県
が
提
唱
し
た
「
本
の
国
体
」
は
次
な
る
県
に
リ
レ
ー
で

き
ぬ
ま
ま
に
三
年
間
が
過
ぎ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
読
者
運
動
と
し

て
の
「
本
の
国
体
」
の
理
念
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
ん
な

時
、
平
成
元
年
は
図
書
館
元
年
と
も
い
う
べ
き
鳥
取
県
で
、
こ
の

戸酷ヘ

度
の
人
文
会
の
集
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
義
深
く
思
う
。

読
者
が
一
冊
の
本
に
出
会
う
。
そ
の
出
会
い
の
場
に
至
る
ま
で

に
、
本
は
多
く
の
無
名
の
人
々
の
手
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
作
者

か
ら
は
じ
ま
り
、
出
版
社
、
印
刷
所
、
取
次
、
輸
送
会
社
1

書
庖
1

図
書
館
、
そ
し
て
読
者
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
分
の
仕

事
を
よ
り
よ
い
方
向
に
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
を
取
り
ま
く
環
境
ゃ
、
出
版
を
全
体
的

に
捉
え
た
場
合
、
そ
の
構
造
は
決
し
て
最
良
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
出
版
界
を
変
え
る
の
は
、
な
に
も
そ
の
業

界
の
人
た
ち
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
読
者
の
一
冊

の
本
を
求
め
る
切
実
な
思
い
で
あ
る
。
見
方
を
か
え
れ
ば
、
出
版

界
、
図
書
館
界
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
も
一
個
の
読
者
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
越
え
て
交
流
を
は
か
り
、
著
者
か
ら
読
者
に

至
る
多
様
な
あ
り
方
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
人
文
会
の
鳥

取
県
立
図
書
館
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
こ
と
の
意
義
と
可
能
性
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

人
文
会
に
こ
の
よ
う
な
試
み
を
年
に
一
度
は
と
願
う
所
以
で
あ
る
。
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伊民

情
報
化
時
代
に
こ
そ
英
知
を

|
|
今
日
に
お
け
る
人
文
書
の
役
割
と
公
立
図
書
館
|
|

一
九
九
O
年
秋
、
私
た
ち
の
図
書
館
の
新
館
発
足
に
あ
た
り
、

人
文
会
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、
「
現
代
を
考
え
る
た
め
に
人
文
書
は

何
を
提
供
で
き
る
か
」
と
い
う
テ
l
マ
で
、
地
元
の
読
貴
書
庵

図
書
館
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

と
て
も
良
い
経
験
で
し
た
。
こ
の
テ
l
マ
は
、
地
元
で
熱
い
志
を

持
っ
て
書
庖
を
経
営
し
て
い
て
、
こ
の
企
画
を
持
ち
込
ん
だ

N
さ

;O'¥ 

鳥
取
県
立
図
書
館
長

高

多

彬

臣

-5一

ん
が
そ
の
時
紹
介
し
た
、
安
江
良
介
「
仁
と
元
|
|
転
換
の
時
代

に
本
を
読
む
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
私
自
身
の
読

書
遍
歴
の
テ
l
マ
を
あ
え
て
表
現
す
れ
ば
、
「
こ
の
世
界
を
ど
う

と
ら
え
、
ど
う
生
き
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
仲
々
興
味
深
い
も
の
で
し
た
が
、
話
の
前
提



と
し
て
す
で
に
「
人
文
書
は
今
日
、
必
要
で
大
切
だ
」
と
い
う
こ

と
が
あ
り
、
「
人
文
書
は
何
を
提
供
で
き
る
か
」
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
読
者
に
人
文
書
を
提
供
で
き
る
の

か
、
も
っ
と
平
た
く
言
え
ば
、
堅
い
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
読
者

層
を
開
拓
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
人
文
書
を
売
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
と
い
う
点
に
話
題
が
集
中
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
考
え
て
み
る
と
難
し
い
か
ら
読
ま
れ
な
い
の
で
は
な
い
。

娯
楽
書
や
実
用
書
の
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
難
し
い
科
学
書

や
先
端
技
術
の
解
説
書
は
そ
れ
な
り
に
、
よ
く
出
て
い
る
し
、
要

求
も
あ
る
の
で
す
。

売
行
き
が
芳
し
く
な
く
、
図
書
館
で
も
貸
出
し
が
少
な
い
の
は
、

い
わ
ゆ
る
思
想
書
、
哲
学
書
の
類
で
し
ょ
う
。
こ
の
類
の
本
が
、

こ
の
大
衆
文
化
の
時
代
に
多
く
読
ま
れ
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
期

待
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
い
や
、
こ
の
よ
う

な
哲
学
的
思
索
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
時
流
に
乗
ら
な
か
っ
た
と

言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
何
故
、
人
文
書
が
今
日
必
要

な
の
か
、
何
を
人
文
書
か
ら
得
ょ
う
と
し
て
い
る
か
、
も
う
一
度

再
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
今
、
出
現
し
た
ら

掃除、

、、-'

哲
学
の
父
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
彼
は
い
つ
、
だ
れ
に
会
っ
て
も
、

い
つ
も
次
の
よ
う
に
言
明
す
る
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
と
語
っ
て

い
ま
す
。

「
世
に
も
す
ぐ
れ
た
人
よ
。
君
は
ア
テ
ナ
イ
と
い
う
知
力
に
お
い

て
も
武
力
に
お
い
て
も
最
も
評
判
の
高
い
偉
大
な
ポ
リ
ス
の
人
で

あ
り
な
が
ら
、
た
だ
金
銭
を
で
き
る
だ
け
多
く
自
分
の
も
の
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
に
ば
か
り
気
を
つ
か
っ
て
い
て
、
恥
ず
か
し
く

は
な
い
の
か
。
評
判
や
地
位
の
こ
と
は
気
に
し
て
も
思
慮
や
真
実

の
こ
と
は
気
に
か
け
ず
、
魂
を
で
き
る
だ
け
す
ぐ
れ
た
も
の
に
す

る
と
い
う
こ
と
に
気
も
つ
か
わ
ず
心
配
も
し
な
い
と
は
」
(
「
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
弁
明
」
、
田
中
美
知
太
郎
訳
)

も
し
、
彼
が
現
代
の
日
本
に
出
現
し
て
も
、
こ
の
呼
び
か
け
は

古
代
ア
テ
ナ
イ
と
同
じ
よ
う
に
妥
当
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
彼

は
ア
テ
ナ
イ
で
誤
解
さ
れ
、
裁
判
の
多
数
決
で
死
刑
に
な
っ
た
よ

う
に
、
現
代
日
本
で
も
、
恐
ら
く
多
数
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。

か
つ
て
私
は
、
高
校
で
倫
理
社
会
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
時
1

生
徒
会
員
に
「
弁
明
」
を
購
入
さ
せ
教
材
と
し
て
一
緒
に
読
ん
だ

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
共
通
一
次
以
前
、
倫
理
社
会
が
入
試
と
無

関
係
の
頃
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
問
い
か
け
て
み
た
の
で
す
。

-6-
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戸由民

「
も
し
、
今
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
こ
の
町
に
あ
ら
わ
れ
て
、
真
理
、

善
美
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
対
話
し
て
探
究
す
る
塾
、
と
い
う
の

を
開
設
し
た
と
し
よ
う
。
そ
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
使
え
る
と

か
、
英
語
や
数
学
の
問
題
が
解
け
る
と
か
い
っ
た
効
用
は
な
く
、

そ
の
代
り
に
、
一
体
、
そ
れ
ら
の
勉
強
が
本
当
に
、
こ
の
世
に
よ

く
生
き
る
こ
と
に
役
立
つ
か
、
一
緒
に
吟
味
し
て
み
よ
う
、
と
勧

め
た
と
す
る
。
君
た
ち
は
、
こ
ん
な
塾
に
入
学
を
希
望
す
る
だ
ろ

う
か
」
と
。
大
多
数
の
生
徒
た
ち
の
答
は
否
で
し
た
。
あ
る
生
徒

は
、
そ
ん
な
事
は
実
際
、
何
の
得
に
も
な
ら
な
い
か
ら
と
答
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
私
は
重
ね
て
、
「
現
在
の
戦
争
や
飢
餓
、
環
境
破

壊
は
、
産
業
技
術
が
進
歩
し
な
か
っ
た
か
ら
起
っ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
発
達
し
た
産
業
技
術
が
正
し
い
目
的
の
た
め
に
使
わ

れ
て
い
な
い
か
ら
起
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
問
題
が
も
し
後
者
で
あ
る
な
ら
、
正
し
い
目
的
と
か
、

正
し
い
使
い
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
う
聞
い
に
対
す

る
答
え
は
、
そ
う
し
た
産
業
技
術
の
追
求
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
人
聞
に
と
っ
て
正
し
い
こ
と
、

善
い
こ
と
と
は
何
か
、
と
い
う
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
問
い
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
質
問
を
続
け
て
み
ま
し
た
。

私
は
こ
ん
な
形
で
例
の
産
婆
術
の
一
寸
し
た
真
似
事
を
や
っ
た

信砲、

わ
け
で
す
が
、
考
え
て
み
れ
ば
人
文
書
の
役
割
は
、
基
本
的
に
は
、

何
か
新
し
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
な
く
て
、
主
体
と
し
て
の

人
聞
の
あ
り
方
を
聞
い
直
し
、
情
報
を
判
断
す
る
価
値
観
や
思
考

方
法
を
形
成
し
て
ゆ
く
ガ
イ
ド
と
な
る
こ
と
の
よ
う
に
恩
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
は
知
識
や
情
報
の
伝
達
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
知
恵
を

育
て
る
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

学
問
の
肝
要
な
る
も
の
は

私
は
一
九
九

O
年
四
月
か
ら
、
新
し
く
発
足
し
た
県
立
図
書
館

に
勤
務
し
、
洪
水
の
よ
う
に
出
版
さ
れ
る
本
の
中
か
ら
選
書
を
進

め
て
い
ま
す
。
逐
次
刊
行
物
の
タ
イ
ト
ル
数
も
倍
増
し
、
今
ま
で

殆
ん
ど
な
か
っ
た
映
像
録
音
資
料
や
外
国
語
文
献
の
収
集
充
実
も

今
後
の
課
題
で
す
。
本
県
の
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
い
か
に
効
果
的
に
果
し
て
ゆ
く
か
、
前
途
に
問
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
公
立
図
書
館
の
役
割
は
単
に
情
報
の
デ
ー

タ
バ
ン
ク
に
止
ま
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
鳥
取
県
立
図
書
館
は
、
本
県
の
障
害
児
教
育
や
女
子
教
育

の
偉
大
な
先
達
で
あ
っ
た
遠
藤
董
先
生
が
今
か
ら
丁
度
百
年
前
に

創
始
さ
れ
た
私
立
久
松
文
庫
に
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
私
は
最
近
、

先
生
の
旧
蔵
書
を
め
く
る
う
ち
、
古
い
和
書
に
「
学
問
の
肝
要
な

-7一



る
も
の
は
聖
賢
の
道
を
学
ぶ
に
あ
り
」
と
い
う
朱
筆
の
書
き
込
み

を
発
見
し
ま
し
た
。
地
下
書
庫
の
一
隅
で
こ
の
文
を
見
出
し
た
時
、

私
は
先
生
の
生
涯
を
貫
か
れ
た
教
育
実
践
の
根
底
に
こ
の
精
神
が

あ
っ
た
の
か
と
一
つ
の
指
針
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
に
多
く
の
知
識
や
情
報
が
あ
っ
て
も
、
人
聞
に
と
っ
て

大
切
な
善
美
な
る
も
の
へ
の
倫
理
的
自
覚
が
な
け
れ
ば
、
学
問
は

肝
要
な
る
も
の
を
欠
い
て
い
る
の
で
す
。

人
文
書
の
出
版
と
図
書
館
の
役
割

そ
も
そ
も
人
文
書
の
源
流
に
あ
た
る
宗
教
や
哲
学
の
古
典
の
出

版
の
事
業
は
偉
大
な
人
格
や
そ
の
思
想
学
問
に
接
し
た
も
の
が
、

こ
れ
を
書
物
と
い
う
形
で
遣
し
、
さ
ら
に
多
く
の
人
と
分
ち
合
い

た
い
と
い
う
願
い
か
ら
生
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
図
書
館
活
動
は

そ
れ
ら
を
選
ん
で
自
分
の
も
の
と
し
、
人
と
本
と
の
出
会
い
の
場

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
精
神
を
開
発
し
、
豊
か
に
し
、

と
も
に
よ
り
よ
い
社
会
を
創
り
た
い
と
い
う
先
人
の
志
に
発
し
て

い
ま
す
。
従
っ
て
公
立
図
書
館
は
絶
え
ず
新
し
く
豊
富
な
情
報
を

取
り
入
れ
、
こ
れ
を
利
用
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ

人
類
の
英
知
の
源
泉
を
保
持
し
な
が
ら
、
今
日
の
課
題
に
対
応
す

る
責
任
を
持
っ
て
い
ま
す
。

戸弘、

私
は
公
立
図
書
館
が
歴
史
的
に
民
主
主
義
の
担
い
手
と
し
て
の

市
民
を
育
て
る
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
再
確
認
し
、
特
に

人
文
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

付
公
共
の
原
理
に
立
脚
し
、
な
る
べ
く
多
く
の
す
ぐ
れ
た
著
作

を
購
入
し
、
良
心
的
な
出
版
文
化
を
支
え
る
こ
と
。
同
時
代
の
動

向
を
見
透
し
た
す
ぐ
れ
た
書
評
と
結
び
、
利
用
者
に
積
極
的
に
良

書
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
関
連
し
て
講
漬
会
や
読
書
会
を
企
画

し
、
潜
在
し
て
い
る
市
民
の
問
題
意
識
を
掘
り
お
こ
す
こ
と
。
こ

う
し
て
こ
の
時
代
を
と
も
に
生
き
て
い
る
も
の
と
し
て
互
い
の
考

え
を
深
め
合
う
こ
と
。
同
学
校
の
教
師
や
学
校
図
書
館
と
協
力
し
、

生
き
る
方
向
を
求
め
て
い
る
若
い
青
年
や
子
ど
も
た
ち
に
働
き
か

け
る
こ
と
。
私
自
身
、
敗
戦
後
の
中
学
生
時
代
、
吉
野
源
三
郎
の

「
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」
に
ど
ん
な
に
教
え
ら
れ
、
励
ま
さ

れ
た
こ
と
か
。
今
、
無
気
力
を
嘆
か
れ
る
青
年
た
ち
の
内
な
る
魂

の
飢
え
に
ど
う
し
た
ら
迫
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
論
語
の
「
徳
不
孤
、
必
有
郡
」
の
言
葉
を
想
起
し
ま
す
。

乱
世
に
仁
を
説
く
孔
子
は
幾
度
も
世
に
容
れ
ら
れ
ぬ
悲
哀
を
味
わ

い
な
が
ら
も
、
知
己
・
同
志
の
存
在
を
信
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

自
ら
の
仕
事
が
誠
実
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
常
に
問
い
つ
つ
、

こ
れ
を
信
じ
、
日
々
の
歩
み
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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戸弘

驚

き

肉

声

|
|
読
者
の
現
在
と
人
文
書

• 

深
層

• 

驚
き

「
高
校
生
が
ほ
と
ん
ど
読
書
を
し
な
い
」
と
い
う
高
校
生
非
難
の

声
を
、
昨
年
三
月
ま
で
教
員
を
し
て
い
て
、
学
校
内
外
で
し
ば
し

ば
聞
い
た
。
そ
の
た
び
に
、
そ
の
非
難
は
む
し
ろ
大
人
に
、
と
り

わ
け
教
員
に
こ
そ
向
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

受
験
参
考
書
・
試
験
問
題
集
・
進
学
指
導
資
料
等
が
立
て
並
べ

ら
れ
た
机
上
に
、
さ
ら
に
ワ
ー
プ
ロ
が
我
物
顔
に
侵
入
し
て
く
る

伊h

鳥
取
県
立
公
文
書
館
次
長

浜

崎

洋

三
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と
い
う
近
年
の
職
員
室
の
様
相
変
化
は
、
私
の
眼
に
は
景
観
の
殺

伐
化
と
し
て
映
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
と
事
務
機
器
の
み
が
増
加

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
目
先
の
教
育
事
務
効
率
を
あ
げ
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ば
か
り
が
優
先
し
て
「
閉
鎖
的
定
常
系
」
と
化
し
た
校
内

で
は
、
イ
リ
イ
チ
の
脱
学
校
論
に
目
を
向
け
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
教
育
と
は
何
か
と
い
う
原
点
を
絶
え
ず
自
問
自
答
す
る
姿

勢
す
ら
も
、
多
く
の
教
員
は
失
い
つ
つ
あ
る
。
開
放
性
と
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
失
い
、
職
員
室
に
は
無
気
力
な
「
知
の
閉
塞
」
ム
l
ド



が
漂
っ
て
い
る
。

読
書
の
楽
し
み
を
高
校
生
に
伝
え
る
重
要
な
方
法
と
し
て
、
教

員
と
生
徒
と
の
「
驚
き
」
の
共
有
が
あ
る
、
と
私
は
思
う
。
自
己

と
は
全
く
異
質
な
も
の
に
触
れ
た
と
き
生
じ
る
素
朴
な
驚
き
が
、

物
事
へ
の
関
心
の
深
ま
り
の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
る
。
堅
苦
し

い
と
し
て
、
と
か
く
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
思
想
・
哲
学
な
ど
人
文
関

係
図
書
の
読
書
の
楽
し
み
を
生
徒
に
伝
え
る
に
は
、
教
員
自
身
の

鮮
烈
な
驚
き
を
と
も
な
う
進
行
中
の
読
書
経
験
を
語
る
こ
と
が
基

盤
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
閉
鎖
的
定
常
系
」
と
化
し
、
求
心
的
傾
向
が
支
配

的
な
校
内
で
は
、
読
書
世
界
で
あ
れ
、
「
異
界
」
と
接
触
す
る
こ

と
が
忌
避
さ
れ
、
異
界
に
飛
び
込
む
こ
と
は
無
論
の
こ
と
、
周
縁

人
で
あ
ろ
う
と
す
る
勇
気
さ
え
も
、
教
員
の
多
く
が
失
い
つ
つ
あ

る
。
新
し
い
思
想
・
哲
学
と
の
驚
き
に
満
ち
た
避
遁
の
機
会
が
、

自
ら
の
閉
鎖
性
の
故
に
、
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
の
は
、
事

象
の
既
成
枠
組
に
よ
る
説
明
の
く
り
か
え
し
に
過
ぎ
な
い
。
タ
ー

ン
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
」
が
話
題
に
な
っ
て
久
し
い
の

に
、
大
人
の
世
界
で
は
日
常
的
反
復
性
が
精
神
を
も
侵
蝕
し
て
い

る
。
「
大
人
こ
そ
読
書
を
し
て
い
な
い
」
の
で
あ
る
。

m一
，
}

肉
声

こ
の
数
年
来
、
鳥
取
市
の
書
庖
「
定
有
堂
」
の
二
階
を
会
場
に

し
て
、
「
O
O新
書
を
読
む
会
」
が
月
に
一
回
聞
か
れ
て
お
り
、

毎
回
十
人
前
後
の
一
般
市
民
が
集
ま
る
。
私
は
、
そ
の
座
長
と
本

指
定
の
役
割
を
つ
と
め
て
来
た
。
指
定
さ
れ
た

O
O書
庖
刊
行
の

新
書
版
を
読
ん
で
き
て
、
各
自
自
由
に
感
想
を
語
り
合
う
と
い
う

の
が
、
会
の
は
じ
め
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
松
田
道
雄
・

久
野
収
な
ど
の
近
年
の

O
O新
書
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
内
容
は
、

若
い
人
達
に
は
古
色
蒼
然
と
し
て
い
て
不
満
が
多
い
。
「

O
O新

書
を
読
む
会
」
と
看
板
を
あ
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
最
近
は
手
広

く
人
文
関
係
図
書
の
新
刊
書
を
読
む
会
と
な
っ
て
い
る
。

毎
回
の
テ
ク
ス
ト
の
指
定
に
は
、
私
の
個
人
的
窓
意
が
作
用
す

る
こ
と
が
多
い
。
自
分
自
身
の
「
驚
き
」
を
伝
え
た
い
と
い
う
欲

望
が
勝
手
に
動
い
て
、
周
囲
の
人
々
に
は
脈
絡
も
な
い
と
思
わ
れ

る
ほ
ど
に
、
あ
れ
こ
れ
の
分
野
に
本
を
指
定
し
て
し
ま
う
。
私
な

り
に
は
、
選
定
の
筋
道
が
あ
る
つ
も
り
だ
が
。

思
想
・
哲
学
書
を
選
ぶ
と
き
、
ま
ず
避
け
る
の
は
、
有
名
国
立

大
学
の
学
者
教
授
の
著
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
、
い
わ
ゆ
る
学
者

タ
イ
プ
の
哲
学
書
で
は
、
西
欧
哲
学
の
新
動
向
の
正
確
な
紹
介
、

nu 

戸民、



例眠、

そ
れ
の
先
哲
古
典
と
の
比
較
研
究
、
論
理
的
整
合
性
な
ど
に
熱
心

で
は
あ
る
も
の
の
、
街
学
的
臭
気
が
漂
う
の
み
で
、
肝
心
要
の
著

者
自
身
の
肉
声
、
思
索
営
為
の
過
程
で
岬
吟
す
る
肉
声
が
響
い
て

こ
な
い
の
で
あ
る
。
(
た
だ
し
、
坂
部
恵
の
も
の
は
例
外
)
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
の
美
名
の
庇
護
の
下
で
の
学
者
さ
ん
の
哲
学
書
に
は
、

閉
鎖
的
〈
専
門
界
〉
で
の
評
判
を
顧
慮
す
る
あ
ま
り
に
、
「
他
者
」

へ
の
能
動
的
語
り
か
け
が
欠
け
て
い
る
。

「
日
常
の
言
語
か
ら
遠
の
い
た
哲
学
は
決
し
て
幸
福
な
哲
学
で
は

な
い
。
:
:
:
日
本
語
を
も
っ
て
思
索
す
る
哲
学
者
よ
、
生
ま
れ
い

で
よ
」
と
、
和
辻
哲
郎
が
記
し
て
か
ら
、
既
に
半
世
紀
以
上
の
時

が
過
ぎ
る
。
現
在
、
坂
部
恵
の
一
連
の
著
作
が
、
そ
の
要
請
に
こ

た
え
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
私
は
思
う
。
外
国
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
-

翻
訳
調
ま
る
出
し
の
漢
字
造
成
語
の
多
さ
が
目
立
つ
哲
学
書
の
中

で
、
坂
部
の
著
作
は
異
彩
を
放
っ
。
坂
部
の
哲
学
を
、
私
は
「
ひ

ら
が
な
哲
学
」
と
呼
び
た
い
。
豊
富
な
言
語
論
的
考
察
を
踏
ま
え

て
、
西
欧
起
源
の
哲
学
と
日
常
的
日
本
語
世
界
と
い
う
、
二
つ
の

異
界
を
結
び
つ
け
る
真
剣
な
努
力
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
「
ひ
ら
が

な
哲
学
」
の
今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

「
新
書
を
読
む
会
」
で
は
、
在
野
の
思
想
家
・
評
論
家
の
書
物
を

意
識
的
に
テ
ク
ス
ト
と
し
て
選
定
し
て
い
る
。
内
山
節
の
労
働

戸h

論
、
田
原
八
郎
の
超
人
論
、
今
村
仁
司
の
仕
事
論
、
柄
谷
行
人
の

他
者
論
、
竹
田
青
嗣
の
現
象
学
な
ど
が
、
こ
の
二
年
間
に
主
な
思

想
書
と
し
て
テ
ク
ス
ト
に
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
「
新
書
を

読
む
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
回
ご
と
に
顔
ぶ
れ
は
約
三
分
の
一

ぐ
ら
い
が
変
わ
る
上
に
、
思
想
構
築
を
専
門
的
に
こ
こ
ろ
ざ
す
も

の
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
平
均
的
な
市
民
層
で
あ
る
か
ら
、
読
ん

で
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
、
自
分
の
身
近
の
状
況
に
ひ
き
つ
け
て
読

め
ば
何
が
参
考
に
な
る
か
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
考
え
方
に
と
っ

て
異
質
的
な
シ
ョ
ッ
ク
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
か
等
々
、
と
に
か

く
自
由
に
感
想
を
話
し
合
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
話
し
合
い
の
席

で
私
が
積
極
的
に
発
言
す
る
の
は
、
参
考
に
な
る
著
書
と
著
者
名

に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
参
考
著
書
に
は
、
で
き

る
だ
け
新
刊
書
と
日
本
人
著
作
を
あ
げ
る
よ
う
に
し
、
偉
大
な
古

典
と
称
さ
れ
る
も
の
、
翻
訳
本
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
教

養
主
義
的
な
読
書
の
あ
り
方
、
平
均
的
日
本
人
の
旦
星
活
か
ら

遊
離
し
た
論
理
思
考
は
、
私
自
身
が
嫌
い
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
に
か
く
、
著
者
自
身
の
現
情
況
と
の
葛
藤
、
思
想
構
築
過
程

の
苦
吟
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
が
テ
ク
ス
ト
と
し
て
望
ま
し
い
。

前
記
の
著
者
で
は
、
竹
田
青
嗣
の
も
の
を
扱
っ
た
と
き
、
会
員
の

議
論
が
最
も
白
熱
し
た
。
竹
田
の
文
章
表
現
力
だ
け
で
は
な
く
、
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彼
の
現
象
学
に
か
け
る
熱
意
が
、
会
員
を
感
動
さ
せ
た
と
思
わ
れ

ス
v

。
深
層

東
欧
世
界
の
激
動
、
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
進
攻
な
ど
、
世
界

情
勢
に
は
大
き
な
変
化
が
訪
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
深
層
の
意
味

を
探
ろ
う
と
も
せ
ず
、
あ
り
き
た
り
の
既
成
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
る

解
説
で
納
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
あ
ま
り
に
も
多
い
。
事
象

表
面
の
情
報
獲
得
の
み
に
追
わ
れ
、
深
層
意
味
の
原
理
的
理
解
へ

の
努
力
に
欠
け
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
へ
の
問
題
対
応
と
し
て
、

「
新
書
を
読
む
会
」
で
は
昨
年
井
筒
俊
彦
と
五
十
嵐
一
の
本
を
と

り
あ
げ
た
。
井
筒
の
神
秘
哲
学
・
言
語
論
、
五
十
嵐
の
文
化
摩
擦

論
を
通
じ
て
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
の
知

の
深
層
を
ゆ
り
動
か
し
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
喚
起
し
よ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

会
の
昨
年
の
テ
ク
ス
ト
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
ユ
ン
グ
心
理
学

関
係
で
あ
っ
た
。
周
囲
事
象
の
深
層
意
味
を
探
ろ
う
と
す
る
一
方

で
、
自
己
の
深
層
意
識
へ
の
目
覚
め
も
持
ち
た
い
と
考
え
た
か
ら

同島、

、~

で
あ
る
。
岩
波
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ス
ト
l

『
ユ
ン
グ
』
は

恰
好
の
入
門
手
引
書
と
な
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
。
ユ
ン
グ
は

「
人
聞
は
さ
ま
ざ
ま
の
人
格
を
生
き
る
」
と
説
く
。
「
新
書
を
読
む

会
」
の
本
選
定
は
分
裂
症
的
だ
と
酷
評
さ
れ
る
こ
と
が
時
折
あ
る

が
、
人
文
図
書
の
読
書
対
象
は
広
い
射
程
の
下
に
あ
る
べ
き
だ
し
、

異
端
、
異
質
な
も
の
を
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
と
信
じ
る
。
読
書

経
験
で
も
、
ユ
ン
グ
の
い
う
「
統
A
己
の
中
に
こ
そ
成
長
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。
科
学
的
生
産
力
中
心
主
義
と
素
朴
な
保
守
的
自
然

保
護
主
義
、
経
済
的
合
理
主
義
と
オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
、
と
い
う
風

に
単
純
な
両
極
に
分
解
す
る
こ
と
な
く
、
分
裂
的
な
危
機
の
中
で
、

あ
や
う
い
平
衡
を
保
ち
つ
つ
「
人
格
統
A
E
を
め
ざ
す
読
書
姿
勢

が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。

今
年
度
の
会
で
も
、
目
幸
黙
俸
の
ユ
ン
グ
宗
教
学
、
河
合
隼
雄

の
グ
レ
ー
ト
・
マ
ザ
l
論
、
湯
浅
泰
雄
の
「
気
」
論
な
ど
を
引
き

つ
づ
け
て
と
り
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

結
局
は
、
五
十
歳
代
半
ば
に
達
し
た
私
が
、
吉
本
隆
明
の
い
う

「
還
相
の
視
点
」
、
十
牛
図
の
第
十
図
境
地
の
意
味
に
、
よ
う
や
く

に
し
て
気
付
き
は
じ
め
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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伊、

人
文
書
で
、

も
う
お
と
も
だ
ち

せ
ん
だ
っ
て
、
人
文
会
二
十
一
社
取
次
三
社
と
当
地
鳥
取
県
立
図

書
館
と
の
共
催
を
軸
に
し
た
研
修
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
と
り
行
な
わ

れ
、
地
元
の
一
書
庖
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人

文
書
と
の
つ
な
が
り
が
、
地
方
の
一
小
書
庖
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
試
行
錯
誤
で
き
る
か
と
の
課
題
で
、
更
に
自
分
な
り
に
考
え
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

/剤耐久

鳥
取
市

奈

良

敏

行

定
有
堂
書
居
主
人
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自
分
で
も
判
然
と
は
し
な
い
の
で
す
が
、
人
文
書
は
偏
執
的
に

好
き
で
す
。
新
文
化
の
「
出
版
流
通
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
に

は
、
自
庖
紹
介
を
、
「
品
揃
え
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
総
合
で
な
く

統
合
、
ど
れ
で
も
あ
る
の
で
は
な
く
、
何
で
も
あ
る
。
人
文
書
と

く
せ
の
あ
る
コ
ミ
ッ
ク
の
狭
間
に
揺
れ
る
、
知
的
な
遊
人
へ
向
け

た
、
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
考
え
て
ま
す
。
」
と
寄
せ



て
ま
す
。
五
十
坪
の
小
書
居
で
、
人
文
書
を
核
と
し
て
み
た
い
と

の
こ
だ
わ
り
は
、
志
と
い
う
程
自
明
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、

暗
冥
な
執
着
と
い
う
程
の
も
の
で
は
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

当
然
の
事
で
す
が
、
書
庖
の
現
場
に
は
本
が
あ
る
だ
け
で
す
。

人
文
書
と
い
う
良
い
本
が
、
前
駆
的
に
あ
る
の
で
も
な
く
、
ジ
ャ

ン
ル
を
は
ず
し
て
、
単
に
た
だ
本
が
あ
る
だ
け
で
す
。
人
文
書
と

い
う
も
の
を
実
体
的
に
考
え
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
こ
の
権
威
主
義

の
向
こ
う
で
は
、
人
文
会
す
ら
一
圧
力
団
体
と
化
し
て
し
ま
う
他

は
な
い
で
し
ょ
う
。

書
庖
は
な
り
わ
い
で
あ
る
以
上
、
業
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
事
業

と
い
う
に
は
宿
命
的
に
虚
弱
な
気
が
し
ま
す
。
扱
う
商
品
の
特
性

に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
業
と
し
て
本
気
に
な
り
す
ぎ
る
と
裏
切

ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
文
化
財
で
あ
る
と
同
時
に
消
費
財

で
も
あ
る
「
本
」
と
い
う
わ
が
ま
ま
な
商
品
に
付
き
合
う
に
は
、

一
度
何
ら
か
の
自
己
放
下
を
通
過
す
る
必
要
が
不
可
欠
な
よ
う
で

す
。
そ
う
割
り
切
る
と
、
こ
の
な
り
わ
い
は
総
力
を
上
げ
て
さ
し

ち
が
え
る
甲
斐
が
十
二
分
に
あ
り
そ
う
で
す
。

人
文
会
二
十
周
年
を
記
念
し
た
出
版
物
、
『
人
文
科
学
の
現
在
』

に
は
、
「
人
文
書
は
専
門
書
の
な
か
で
は
、
も
っ
と
も
集
客
率
の

高
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
人
間
形
成
の
基
本
が
人
文
書
に
あ
る
か

回恥¥

ら
で
す
。
」
と
う
た
っ
て
あ
り
ま
す
。
業
を
踏
ま
え
、
業
を
超
え

る
志
が
う
か
が
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

書
庖
は
総
力
を
投
じ
て
営
む
他
は
な
い
と
述
べ
ま
し
た
が
、

「
本
」
の
文
化
財
と
消
費
財
と
い
う
価
値
の
二
面
性
に
応
じ
て
、

本
屋
も
そ
れ
を
な
ぞ
る
他
な
い
と
い
う
想
い
が
強
く
し
ま
す
。
総

力
と
い
う
意
味
は
、
本
屋
は
ス
ペ
ー
ス
の
み
の
延
長
、
展
開
で
は

そ
の
役
割
を
完
結
し
え
な
い
と
い
う
確
信
で
す
。

人
間
形
成
の
基
本
は
、
一
人
孤
立
し
て
本
を
読
む
だ
け
で
な
く
、

そ
の
自
己
修
練
を
踏
ま
え
て
人
と
交
わ
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
で

あ
る
な
ら
ば
、
書
庖
も
ス
ペ
ー
ス
で
完
結
す
る
の
み
で
な
く
、
書

物
が
、
人
と
人
と
を
交
わ
ら
せ
る
べ
く
し
て
あ
る
も
の
な
ら
ば
、

書
庖
も
ス
ペ
ー
ス
を
超
え
て
、
人
と
人
と
の
中
に
役
割
を
見
出
し

て
行
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
の
了
解
を
称
し

て
総
力
的
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
書
庖
は
、
「
書
物
」
と
い
う

「
物
」
を
売
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

生
き
て
行
く
し
か
な
い
、
と
い
う
前
駆
的
確
信
は
、
人
文
書
と
い

う
、
「
特
性
化
」
さ
れ
た
本
の
世
界
を
前
面
に
据
え
る
事
で
、
具

体
的
に
現
実
化
で
き
そ
う
で
す
。

定
有
堂
は
、
業
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
或
は
業
を
全
う
し
た
と

こ
ろ
で
、
ス
ペ
ー
ス
の
枠
を
超
え
る
、
と
い
う
課
題
を
追
求
し
て
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戸弘、

き
ま
し
た
。
人
文
書
を
基
軸
と
す
る
と
い
っ
て
も
、
現
実
的
な
売

場
面
積
と
い
う
限
界
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
枠
と
し
て
立
ち
ふ
さ

が
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
限
界
は
本
当
は
限
界
で
な
く
境
界
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
境
界
を
超
え
る
に
は
、
ス
ペ
ー
ス
を
何
ら
か
の
形

で
超
え
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

先
日
、
『
日
販
通
信
』
の
十
月
読
書
週
間
特
集
号
で
、
地
域
文

化
の
〈
核
〉
と
な
る
書
屈
と
い
う
企
画
で
、
定
有
堂
の
紹
介
に
あ

ず
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
「
書
庖
と
い
う
の
は
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
で
で
き
て
い
る
。
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
自
分
の
仕
事
な
ん
だ
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
キ
チ
ン
と

し
て
い
れ
ば
、
ど
ん
な
商
い
で
も
で
き
て
い
く
」
と
、
定
有
堂
の

暗
冥
な
試
行
錯
誤
を
言
語
化
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
か
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
基
本
な
ん
だ
ナ
、
と
改
め
て
認
識
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

定
有
堂
は
、
ス
ペ
ー
ス
を
超
え
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
試

み
と
し
て
、
「
心
理
学
講
座
」
「
岩
波
新
書
を
読
む
会
」
「
シ
ネ
ク

ラ
ブ
・
テ
イ
ユ
ウ
」
「
英
会
話
」
等
々
の
サ
ー
ク
ル
を
合
わ
せ
持

ち
、
定
有
堂
教
室
と
称
し
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
鳥
取
大
学
教

授
と
か
、

N
H
K鳥
取
放
送
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
、
外
人
講
師

な
ど
手
弁
当
で
引
き
う
け
て
下
さ
り
、
市
井
の
塾
と
し
て
は
、
高

戸、

い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
「
心
理
学
講
座
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
「
心
理

学
で
、
も
う
お
と
も
だ
ち
」
で
す
。
半
ば
元
談
な
の
で
す
が
、
大

切
な
の
は
「
お
と
も
だ
ち
」
で
す
。
学
聞
は
一
つ
の
「
き
っ
か
け
」

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
わ
け
で
す
し
、
「
主
題
」
は
何
よ
り
も

お
と
も
だ
ち
で
す
。
そ
れ
は
、
お
互
い
の
観
念
性
で
つ
な
が
れ
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

お
互
い
の
孤
独
と
観
念
性
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
生
き
て
い

る
人
た
ち
が
、
そ
れ
で
も
何
ら
か
の
形
で
つ
な
が
ろ
う
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
言
葉
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
他
は
な
い
と
い
う
気
が
し

ま
す
。

phυ 

一
書
庖
が
、
こ
だ
わ
り
と
い
う
形
で
人
文
書
と
つ
な
が

ろ
う
と
し
た
ら
、
半
ば
冗
談
の
よ
う
に
し
て
述
べ
る
お
と
も
だ
ち

主
義
で
す
が
、
当
然
の
帰
趨
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

こ
う
し
た
延
長
上
に
、
う
れ
し
い
事
に
、
定
有
堂
教
室
に
関
わ

る
人
た
ち
を
中
心
と
し
て
、
「
定
有
堂
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
い
う
月

刊
の
書
評
小
冊
子
を
刊
行
(
無
料
)
し
つ
づ
け
て
い
る
事
で
す
。

一
人
一
人
の
孤
立
し
た
観
念
性
が
、
う
ま
く
言
葉
で
出
会
え
て
い

い
ナ
、
と
ワ
ク
ワ
ク
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

書
店
の
現
場
で
は
、
読
者
と
本
と
の
出
会
い
が
あ
る
だ
け
で
、

も
し
、



分
類
、
ジ
ャ
ン
ル
は
ゆ
る
や
か
な
も
の
で
す
。
む
し
ろ
境
界
に
魅

力
が
あ
る
と
す
ら
言
え
そ
う
で
す
。
人
間
形
成
の
基
本
に
関
与
す

る
、
と
い
う
一
点
に
並
び
か
え
て
人
文
書
を
考
え
れ
ば
、
さ
ら
に

こ
の
境
界
は
多
様
で
す
。
こ
の
現
場
で
、
そ
う
し
た
人
文
書
に
つ

い
て
の

H

情
報
H

と
言
え
ば
、
何
を
お
い
て
も
、
井
狩
春
男
さ
ん

の
「
ま
る
す
ニ
ュ
ー
ス
」
(
鈴
木
書
庖
)
だ
と
思
い
ま
す
。
人
文

書
を
ゆ
る
や
か
に
、
多
様
に
考
え
れ
ば
、
あ
る
い
は
書
屈
の
現
場

性
で
考
え
れ
ば
、
「
ま
る
す
ニ
ュ
ー
ス
」
が
い
つ
も
す
く
い
上
げ

つ
、
、
つ
け
て
い
る
領
域
に
、
私
た
ち
の
読
者
の
現
在
が
あ
る
、
と
す

ら
信
じ
て
い
ま
す
。

「
ま
る
す
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、
単
な
る
情
報
の
逓
送
で
は
な
く
、
こ

こ
に
読
者
の
現
在
が
あ
る
、
と
い
う
信
念
に
お
い
て
す
ば
ら
し
い

と
思
っ
て
ま
す
。
だ
か
ら
、
本
の
一
情
報
紙
で
な
く
、
書
屈
の
輪

郭
を
形
成
す
る
た
め
の
「
通
信
教
育
」
と
し
て
受
容
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
フ
ァ
ン
心
理
で
、
自
分
で
か
つ
て
に
井
狩
さ
ん
に
師
事

し
て
い
る
の
で
す
が
、
一
年
前
の
「
定
有
堂
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
創

刊
に
際
し
、
巻
頭
の
連
載
を
い
た
だ
け
る
と
い
う
果
報
に
め
ぐ
り

合
い
ま
し
た
。
(
そ
う
言
え
ば
、
書
評
小
冊
子
を
交
流
の
場
と
し

て
大
切
に
す
る
、
と
い
う
の
も
井
狩
さ
ん
に
い
た
だ
い
た
ヒ
ン
ト

調風、

で
し
た
。
)
鳥
取
の
読
者
は
幸
せ
で
す
。

研
修
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
未
来
社
の
西
谷
能
英
さ
ん
が
、
自
社

の
社
会
科
学
書
、
人
文
書
は
、
た
か
だ
か
二
、
三
干
の
読
者
を
き
っ

ち
り
と
見
据
え
る
と
こ
ろ
で
出
版
活
動
を
成
立
さ
せ
、
自
立
さ
せ

て
い
る
し
、
そ
の
事
こ
そ
が
肝
要
な
の
だ
、
と
強
調
さ
れ
た
の
が
、

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
す
べ
て
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
出
版
社
に
は
必
ず
潜
在

的
で
あ
れ
共
感
す
る
読
者
が
い
ま
す
。

P
R誌
、
新
刊
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
が
、
親
密
な
つ
な
が
り
を
暖
め
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
書
庖
に

出
来
る
の
は
こ
の
つ
な
が
り
を
で
き
る
だ
け
き
っ
ち
り
と
生
み
出

し
、
冷
さ
な
い
よ
う
に
持
続
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

書
居
は
、
本
を
並
べ
る
だ
け
で
す
。
並
べ
る
だ
け
で
す
が
、
出

版
社
が
、
身
体
的
存
在
と
し
て
は
、
ど
こ
ま
で
も
社
会
内
存
在
で

し
か
な
く
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
頭
だ
け
は
無
限
界
の
、
身
体
的
境

界
を
持
た
な
い
、
そ
れ
は
身
体
的
で
な
い
故
に
無
境
界
な
の
で
す

が
、
学
者
と
の
付
き
合
い
を
基
軸
と
す
る
の
に
反
し
て
、
ど
こ
ま

で
も
肉
体
的
境
界
の
内
に
あ
る
、
生
き
た
肉
体
を
抜
き
に
で
き
な

い
知
性
と
つ
な
が
る
と
い
う
面
で
、
何
事
か
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
屋
で
よ
か
っ
た
ナ
、
と
思
い
ま
す
。

n
口
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〆跡、

山
陰
研
修
旅
行
報
告

青
い
海
に
続
く
白
い
砂
浜
。
鳥
取
砂
丘
を
眼
下
に
し
て
、
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
す
る
人
文
会
研
修
旅
行
。
今
年
の
研
修
旅
行
は
山

陰
地
区
を
訪
問
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
東
京
出
版
販
売
の
金
田

取
締
役
書
籍
部
長
、
日
本
出
版
販
売
の
阿
部
取
締
役
書
籍
仕
入
部

長
と
鈴
木
書
唐
の
小
泉
取
締
役
仕
入
部
長
に
ご
同
行
い
た
だ
き
、

総
勢
二
四
名
で
十
月
二
日
出
発
致
し
ま
し
た
。

人
文
会
の
研
修
旅
行
は
厳
し
い
日
程
の
連
続
で
有
名
で
す
が
、

今
回
は
比
較
的
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
。

A、

弘

報

委

員

会

-17-

日
程
は
次
の
通
り
で
す
。*

*

 

(
十
月
二
日
)
鳥
取
・
富
士
書
居
、
定
有
堂
書
庖
、
鳥
取
県
立
図

書
館

米
子
・
今
井
書
庖
皆
生
通
庖
、
文
芸
書
専
門
居
、

今
井
書
底
本
通
庖

(
十
月
三
日
)
松
江
・
今
井
書
庖
本
庖
、
今
井
書
庖
西
津
田
居
、

千
鳥
董
一
層
、
園
山
書
庖
大
学
前
庖
、
今
井



書
居
学
園
通
り
庖

(
十
月
四
日
)
山
口
・
文
栄
堂
本
庖
、
文
栄
堂
山
大
前
庖

研
修
旅
行
の
目
的
は
、
書
庖
様
の
棚
を
拝
見
し
て
庖
長
様
や
担

当
者
の
方
と
意
見
交
換
を
行
い
人
文
書
販
売
の
協
力
体
制
を
築
い

て
行
く
こ
と
で
す
。
今
回
も
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
書
庖
様
に

は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
協
力
頂
き
ま
し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

さ
て
、
鳥
取
空
港
に
到
着
し
た
の
は
午
前
九
時
、
開
庖
前
の
ひ

と
と
き
を
鳥
取
砂
丘
を
散
策
し
て
、
自
然
の
偉
大
さ
に
改
め
て
感

動
し
た
一
同
で
し
た
。
鳥
取
市
で
訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
富

士
書
唐
様
と
定
有
堂
書
庖
様
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
庖
作
り
で
頑

張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

鳥
取
県
立
図
書
館
は
十
月
一
日
開
館
で
、
そ
の
翌
日
に
見
学
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
と
明
る
い
館
内
が
県
民
の

憩
い
の
場
と
な
る
事
で
し
ょ
う
。
館
内
を
一
巡
し
た
後
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
現
代
を
考
え
る
た
め
に
人
文
書
は
何
を
提
棋
で
き
る
か
」

を
高
多
館
長
様
の
進
行
で
行
い
ま
し
た
。
読
者
代
表
と
し
て
各
新

聞
社
の
方
々
や
公
文
書
館
の
方
、
書
庖
様
に
も
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
。
会
員
社
側
か
ら
は
、
「
自
社
の
・
出
版
物
を
中
心
に
読
者
に
何

を
訴
え
て
い
く
か
」
と
人
文
書
の
製
作
、
広
告
、
配
本
の
問
題
が

周由民

提
起
さ
れ
、
読
者
側
か
ら
は
書
店
に
欲
し
い
本
が
な
い
事
ゃ
、
手

元
に
入
る
ま
で
の
時
間
が
掛
か
る
事
等
の
要
望
、
書
庖
様
か
ら
は

地
域
で
沢
山
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
色
々
な
試
み
を
行
っ
て
い
る

事
等
、
短
い
時
間
で
し
た
が
充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。

米
子
市
で
は
今
井
書
庖
様
の
各
屈
を
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
文
芸
書
専
門
店
は
ユ
ニ
ー
ク
な
屈
で
会
員
社
の
関
心
を
ひ
い

た
様
子
で
し
た
。

翌
日
は
足
立
美
術
館
を
見
学
し
た
後
、
松
江
市
の
今
井
書
庖
西

津
田
唐
様
と
今
井
書
庖
本
屈
を
訪
問
し
、
庖
内
を
拝
見
し
ま
し
た
。

千
鳥
書
房
様
、
今
井
書
庖
学
園
通
り
唐
様
、
園
山
書
庖
大
学
前
庖

様
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
タ
イ
プ
の
屈
で
健
闘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

山
口
市
で
は
、
文
栄
堂
書
店
様
の
本
底
、
山
大
前
屈
を
訪
問
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
庖
で
庖
長
様
、
人
文
書
の
ご
担
当
、
外
商
の
ご

担
当
の
皆
様
と
懇
談
会
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意

見
を
賜
わ
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
山
口
文
栄
堂
の

新
山
社
長
様
の
「
キ
ツ
ネ
や
狸
に
本
が
売
れ
た
ら
」
の
お
言
葉
に

は
人
口
の
少
な
い
地
方
都
市
で
の
書
籍
販
売
の
難
し
さ
が
実
感
と

し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
会
員
社
の
今
後
の
営
業
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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山
陰
の
魅
力
は
自
然
と
人
情
の
美
し
さ
、
そ
し
て
歴
史
・
神
話

の
豊
か
な
地
で
あ
る
こ
と
で
す
。
新
鮮
な
自
然
の
代
表
は
大
山
国

立
公
園
。
そ
の
雄
大
さ
と
荘
厳
さ
は
、
他
の
山
岳
地
と
比
し
て
も

遜
色
な
い
三
瓶
国
立
公
園
は
、
ほ
ぼ
四
周
に
平
原
を
も
っ
て
、
山

容
も
な
だ
ら
か
、
女
性
的
優
美
さ
を
も
っ
て
い
ま
す
。
温
泉
の
多

い
の
も
特
色
の

一つ

で
し
ょ
う
。
城
崎
、
三
朝
、
皆
生
、
玉
造
を

は
じ
め
約
二
十
の
湯
が
湧
出
し
、
特
に
海
に
近
い
温
泉
が
多
い
の

も
有
名
。
神
話
の
源
と
な
る
の
が
出
雲
。
出
雲
大
社
は
山
陰
観
光

の
一
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
有
名
な
萩
、
津
和

野
等
も
歴
史
の
町
。
町
の
隅
々
に
歴
史
の
香
り
を
残
し
て
い
ま
す
。

最
終
日
に
は
、
締
め
括
り
と
し
て
津
和
野
や
萩
の
旧
蹟
、
神
社

グ
レ
ン
・
グ
l
ル
ド
著
作
集
1・2

{事
異
端
を
恐
れ
ず
音
楽
を
生
き
た
グ

l
ル
ド
の
エ
ッ
セ
イ
集
成

ピ
ア
ノ
の
鬼
才
は
、
ま
た
卓
抜
な
批
評
家
で
も
あ
っ
た
。
自
ら
の

演
奏
経
験
と
深
夜
の
思
索
か
ら
生
ま
れ
た
独
自
の
音
楽
観
で
、
バ

ッ
ハ
か
ら
現
代
音
楽
ま
で
を
縦
横
に
諮
り
、
聴
衆

t
メ
デ
ィ
ア
の

未
来
を
論
じ
る
。
こ
れ
ま
で
断
片
的
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
挑
発
的
言
動
の
全
貌
を
、
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
決
定
版
文
集

総
七
二
O
頁
。
テ
イ
ム
・
ペ
イ
ジ
編
野
水
瑞
穂
訳
各
四
回
天
円

を
訪
ね
て
歴
史
の
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
特
約
庖
、
準
特
約
庖
の
書
庖
様
、
鳥

取
県
立
図
書
館
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
提
案

頂
き
ま
し
た
流
通
問
題
、
新
刊
の
配
本
、
情
報
の
伝
達
等
、
各
会

員
社
共
い
ろ
い
ろ
と
研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

号
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
今
井
書
庖
の
永
井
社
長
様
、
定
有
堂
書
屈
の

奈
良
様
、
鳥
取
県
立
図
書
館
の
高
多
館
長
様
、
公
文
書
館
の
浜
崎

次
長
様
に
は
、
ご
執
筆
頂
き
ま
し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

他
の
方
に
も
お
書
き
頂
く
予
定
で
し
た
が
誌
面
の
都
合
で
、
次
の

機
会
に
お
願
い
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
も
人
文
書
の
販
売

に
力
を
お
貸
し
頂
き
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
世
か
ら
現
代
ま
で
、
約

一
千
年
に
わ
た
る
死
の
迎
正

方
、
死
後
の
観
念
、
葬
送
と
刊
誌
、
追
世
帯
の
仕
方
な

E
を

考
察
す
る
〈
死
の
心
性
史
v
。
自
然
な
も
の
、
僧
む
べ

き
も
の
、
常
に
備
え
る
べ
き
も
の
、
憧
れ
る
も
の
へ

t

相
貌
を
変
え
て
き
た
死
は
、
現
代
の
我
々
に
ど
ん
な
姿

て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
?
待
望
の
邦
訳
。
三
八
口
円

フ
ィ
リ
ッ
フ
・
ア
リ
ヱ
ス
成
瀬
駒
男
訳

死
を
前
に
し
た
人
間
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1 

ソ
連
が
変
わ
り
は
じ
め
て
何
年
が
過
ぎ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。
一
九
八
五
年
三
月
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
誕
生
か
ら
数
え

る
と
す
れ
ば
、
す
で
に
六
年
近
く
が
経
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の

聞
に
た
し
か
に
ソ
連
は
変
わ
っ
た
し
、
い
ま
な
お
揺
れ
動
い
て
い

る
。
「
ソ
連
は
ど
こ
ま
で
変
わ
る
か
」
と
い
っ
た
類
の
特
集
は
ま

刈則、

桑

野

隆

凸

u
n
d
 

だ
ま
だ
可
能
に
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
他
方
で
は
、
も
し
か
す
る

と
ソ
連
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
い
や
変
わ
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
は
じ
め
た
ひ
と
も
、
し
だ
い
に
ふ
え
て
き
て
い

る
よ
う
だ
。
は
た
し
て
い
ず
れ
が
的
を
射
た
も
の
で
あ
る
か
、
明

快
な
答
は
わ
た
し
に
は
な
い
。
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ
っ
た
気

持
で
見
つ
め
て
い
る
と
い
う
の
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
だ
。

し
か
し
ひ
と
つ
だ
け
確
か
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
昨
今
の

周欄ヘ



信面、

ソ
連
が

i
l日
本
の
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
|
|
危

機
的
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
一
九
九
O
年
一
二
月
九
日
付

の
『
モ
ス
ク
ワ
・
ニ
ュ
ー
ス
』
紙
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
、
第
一
の
間
い
は
「
ソ
連
は
い
つ
危
機
か
ら
抜
け
だ
す
と
考

え
ま
す
か
」
と
な
っ
て
い
る
。
答
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
こ
の
一
年
一
%
/
こ
の
二
年
、
三
年
八
%
/
こ
の
五
、
六

年
一
五
%
/
西
暦
二
千
年
近
く
一
六
%
/
そ
れ
以
上
三
二

%
/
け
っ
し
て
抜
け
だ
せ
な
い
一
二
%
/
保
留
一
六
%
」
。

ち
な
み
に
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ
の
冬
に
不
安
を

抱
い
て
い
る
ひ
と
は
六
一
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
期
待
を
抱
い

て
い
る
ひ
と
は
一
五
%
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
半
年
に
経
済
状
態

の
安
定
が
は
じ
ま
る
と
す
る
ひ
と
は
一
七
%
、
は
じ
ま
ら
な
い
と

す
る
ひ
と
は
六
五
%
で
あ
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
波
が
訪
れ
る
と
す

る
ひ
と
は
五
八
%
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
ソ
連
邦
の
解

体
が
起
こ
る
と
す
る
ひ
と
が
四
四
%
い
る
。
総
じ
て
、
期
待
よ
り

も
不
安
の
ほ
う
が
格
段
に
勝
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
い
っ
た
結
果
を
見
る
と
、
傍
か
ら
見
て
い
る
わ
た
し
た
ち

の
ソ
連
認
識
も
、
そ
う
誤
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
に
思
え
て
こ
よ

う
。
し
か
し
問
題
は
、
だ
か
ら
今
後
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
な
ど
か
ら
す
る
と
、
ソ
連
の

高h

人
び
と
は
い
ま
や
こ
ぞ
っ
て
資
本
主
義
化
に
救
い
を
求
め
て
い
る

か
に
見
え
か
ね
な
い
が
、
実
際
に
は
、
こ
と
は
さ
ほ
ど
簡
単
で
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。
お
な
じ
『
モ
ス
ク
ワ
・
ニ
ュ
ー
ス
』
の
九
O

年
一
一
月
四
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
一
九
一
七
年
の
十
月
革
命
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、
例
に
引
い
て
み
よ
う
。

ま
ず
「
十
月
革
命
が
圏
内
の
諸
民
族
に
何
を
も
た
'
り
し
た
か
」

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
「
歴
史
に
新
し
い
時

代
を
切
り
開
い
た
二
二
%
/
社
会
的
・
経
済
的
発
達
を
推
進
し

た
二
三
%
/
発
達
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
二
一
%
/
破
局
と

な
っ
た
一
六
%
/
保
留
一
八
%
」
。
ま
た
、
「
眼
前
で
革
命
が

生
じ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
ま
す
か
」
に
つ
い
て
は
、
こ
う

で
あ
る
。
「
積
極
的
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
支
援
す
る
二
二
%

/
何
か
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
協
力
す
る
一
二
%
/
事
件
に
関

与
せ
ず
、
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
つ
一
三
%
/
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

に
反
対
し
て
闘
う
六
%
/
外
国
に
逃
げ
る
一
O
%
/
そ
の

他
二
%
/
保
留
二
六
%
」
。
そ
の
ほ
か
、
レ
l
ニ
ン
に
共
感

を
抱
く
者
は
六
四
%
、
反
感
を
抱
く
者
は
八
%
、
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ

キ
が
立
て
て
い
た
目
的
の
達
成
に
草
命
が
必
要
で
あ
っ
た
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
必
要
で
あ
っ
た
と
す
る
者
四
六
%
、
必
要
な
か
っ

た
と
す
る
者
三
二
%
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
他
の
党
の
新
聞
の
閉
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鎖
を
必
要
で
あ
っ
た
と
す
る
者
二
一
%
、
私
有
財
産
の
固
有
化
を

必
要
で
あ
っ
た
と
す
る
者
二
四
%
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
ほ
ん
の
一
例
で
し

か
な
い
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
も
あ
る
程
度
窺
え
る
よ
う
に
、
ソ
連

の
人
び
と
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
は
、
経
済
・
政
治
状
況
の
厳
し
さ

に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
一
致
を
見
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
革
命
や
そ
れ
に
関
係
し
た
歴
史
に
対
す
る
評
価
と
な

る
と
思
っ
た
以
上
に
多
様
な
の
で
あ
る
。
や
や
も
す
る
と
、
ソ
連

の
人
び
と
は
革
命
崇
拝
一
辺
倒
か
ら
今
度
は
一
転
し
て
革
命
批
判

に
一
斉
に
な
び
い
て
い
っ
た
か
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
実
際
に
は
事
情
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で

も
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
枚
岩
状
況
か
ら
別
の
一
枚
岩

状
況
に
転
じ
た
の
で
は
な
く
、
内
的
に
き
わ
め
て
複
雑
で
多
様
化

し
て
き
た
の
が
、
い
ま
の
ソ
連
な
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
多
様

化
、
そ
れ
も
す
さ
ま
じ
い
多
様
化
こ
そ
が
、
こ
こ
数
年
の
ソ
連
に

お
い
て
も
っ
と
も
変
わ
っ
た
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

2 

話
を
文
化
・
思
想
面
に
し
ぼ
る
な
ら
ば
、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
(
公

同民

開
性
|
|
声
を
だ
す
こ
と
)
政
策
下
の
ソ
連
で
は
、
国
内
の
作
家
、

芸
術
家
、
思
想
家
等
が
自
由
に
発
言
し
、
活
発
に
議
論
を
戦
わ
す

よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
国
外
に
あ
っ
た
者
、
さ
ら
に
は
歴

史
上
も
っ
ぱ
ら
否
定
的
に
の
み
位
置
づ
け

b
れ
て
い
た
者
た
ち
が

相
次
い
で
「
復
権
」
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ソ
連
の
文
化

界
は
俄
然
厚
み
を
と
り
も
ど
し
た
と
い
え
る
。

な
か
で
も
目
だ
つ
の
は
文
学
界
の
動
き
で
あ
る
。
ラ
ス
プ
l
チ

ン
、
ア
イ
ト
マ

l
ト
フ
の
よ
う
に
大
統
領
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
る
作
家
ゃ
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
、
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
、
ア
ヴ
ェ
リ
ン
ツ
ェ

フ
等
の
よ
う
に
人
民
代
議
員
に
え
ら
ば
れ
る
文
学
研
究
者
も
あ
ら

わ
れ
る
一
方
、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
l
ツ
イ
ン
、
ブ
ロ
ツ
キ
イ
と
い
っ
た

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
を
初
め
、
ナ
ボ
コ
フ
、
ヴ
ォ
イ
ノ

l
ヴ
ィ
チ
そ

の
他
の
よ
う
な
国
外
に
あ
っ
た
多
く
の
作
家
が
見
直
さ
れ
、
そ
の

作
品
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
パ
ス
テ
ル
ナ
l
ク
の
『
ド
ク
ト
ル
・

ジ
パ
ゴ
』
、
ザ
ミ
ャ

i
チ
ン
の
『
わ
れ
ら
』
、
プ
ラ
ト

l
ノ
フ
の

『
チ
ェ
ヴ
ェ
ン
グ
l
ル
』
、
プ
ル
ガ

l
コ
フ
の
『
犬
の
心
臓
』
、
ァ

フ
マ
l
ト
ヴ
ァ
の
『
レ
ク
イ
エ
ム
』
の
よ
う
な
、
圏
内
で
は
発
禁

状
態
に
あ
っ
た
作
品
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
外

に
も
ベ

l
ル
イ
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
1
ム
、
ッ
ヴ
ェ
タ
l
エ
ヴ
ァ
、

ホ
ダ
セ
ヴ
ィ
チ
等
の
よ
う
に
、
不
当
な
冷
遇
が
終
わ
り
再
評
価
さ
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タ語k

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
作
家
、
作
品
の
名
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
外
国
文
学
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
た
と
え
ば
オ
l
ウ
ェ

ル
の
『
一
九
八
四
年
』
、
『
動
物
農
場
』
の
よ
う
な
ア
ン
チ
・
ユ
ー

ト
ピ
ア
小
説
が
、
ザ
ミ
ャ

l
チ
ン
の
『
わ
れ
ら
』
、
チ
ャ
ヤ
l
ノ

フ
の
『
農
民
ユ
ー
ト
ピ
ア
国
旅
行
記
』
な
ど
と
も
関
係
づ
け
な
が

ら

、

公

刊

さ

れ

て

い

る

。

!

こ
の
あ
た
り
の
勢
い
は
、
専
門
家
た
ち
の
予
想
を
も
の
の
み
ご

と
に
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
初
の
数
年
間
は
、
こ
う
い
っ
た
作

家
や
作
品
が
出
て
も
、
「
そ
れ
で
も

O
Oだ
け
は
出
な
い
で
あ
ろ

う
」
と
高
を
く
く
っ
て
予
想
し
つ
づ
け
る
専
門
家
も
い
た
。
た
と

え
ば
、
ま
さ
か
と
思
っ
て
い
た
ソ
ル
ジ
ェ
ニ

l
ツ
イ
ン
の
『
イ
ワ

ン
・
デ
ニ
ソ
ヴ
ィ
チ
の
一
日
』
が
出
る
と
、
今
度
は
『
収
容
所
群

島
』
は
絶
対
に
出
ま
い
と
言
う
。
あ
る
い
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判

の
作
品
は
許
さ
れ
て
も
、
グ
ロ

l
ス
マ
ン
の
『
万
物
は
流
転
す

る
:
:
:
』
の
よ
う
な
レ

l
ニ
ン
批
判
の
作
品
は
許
さ
れ
ま
い
、
と

言
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
ど
れ
も
あ
っ
け
な
く
出
て

し
ま
い
、
専
門
家
も
最
近
で
は
さ
す
が
に
予
想
を
控
え
気
味
で
あ

る
。
も
は
や
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
な
る
も
の
を
一
枚
看
板
に

掲
げ
て
い
た
時
代
は
ほ
ぼ
完
全
に
去
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
本
格
的

な
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
を
い
ち
は
や
く
著
わ
し
て
い
た
シ

A 

ニ
ャ
フ
ス
キ
イ
の
著
作
集
も
昨
年
ソ
連
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
演
劇
界
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
こ
こ
三

O
年
余
の
ソ
連

で
は
最
高
の
漬
出
家
と
さ
れ
る
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
が
母
国
ソ
連
に
自

由
に
出
入
り
可
能
と
な
る
一
方
、
二

O
世
紀
を
代
表
す
る
前
衛
演

出
家
の
ひ
と
り
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
が
一
九
四

O
年
に
粛
清
さ
れ
た

際
の
残
酷
な
「
事
実
」
関
係
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
小
劇
団
が
一

挙
に
噴
き
だ
し
た
の
も
、
き
わ
だ
っ
た
現
象
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

異
国
の
地
で
生
を
終
え
た
タ
ル
コ
フ
ス
キ
イ
の
映
画
も
上
横
さ
れ
、

タ
ル
コ
フ
ス
キ
イ
を
め
ぐ
る
論
集
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
音
楽

で
は
、
亡
命
中
の
ロ
ス
ト
ロ
ボ
l
ヴ
ィ
チ
の
帰
国
公
演
が
実
現
し

た
。
「
非
公
式
に
」
歌
わ
れ
聞
か
れ
て
き
た
ヴ
ィ
ソ
ツ
キ
イ
や
オ

ク
ジ
ャ
ワ
の
歌
も
表
に
出
た
ど
こ
ろ
か
、
い
ま
で
は
お
お
っ
ぴ
ら

な
反
体
制
ロ
ッ
ク
に
も
事
欠
か
な
い
。

思
想
の
分
野
で
も
、
こ
れ
ま
で
排
斥
さ
れ
て
い
た
者
た
ち
の
再

評
価
が
め
ざ
ま
し
く
、
最
近
で
は
ベ
ル
ジ
ャ

l
エ
フ
を
は
じ
め
と

す
る
道
標
派
へ
の
注
目
が
目
を
惹
く
。
政
治
家
と
し
て
は
な
ん
と

い
っ
て
も
プ
ハ

l
リ
ン
、
そ
し
て
い
ま
ま
さ
に
「
復
権
」
せ
ん
と

す
る
ト
ロ
ツ
キ
イ
が
、
代
表
的
な
人
物
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

活
況
を
呈
す
る
こ
う
い
っ
た
状
況
を
、
前
世
紀
末
か
ら
今
世
紀

二
0
年
代
前
半
に
か
け
て
の
「
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
な
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ぞ
ら
え
る
者
も
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
文
化
の
自
由

化
と
復
元
は
い
ま
し
ば
ら
く
つ
づ
い
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

一
方
で
は
こ
の
と
こ
ろ
、
も
は
や
一
時
ほ
ど
の
賑
い
ぶ
り
は
去
っ

た
か
に
見
え
な
い
で
も
な
い
。
む
ろ
ん
い
ま
は
ま
だ
材
料
を
だ
し

は
じ
め
た
に
す
ぎ
ず
、
本
格
的
な
検
討
作
業
は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら

の
課
題
な
の
で
あ
る
が
(
実
際
、
新
し
い
材
料
が
出
た
途
端
に
激

し
い
論
争
が
起
こ
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
て
大
ま
か
に
は
ま

ず
一
段
階
が
終
わ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

現
在
ま
で
の
動
き
を
ひ
と
ま
ず
振
り
返
り
み
る
の
も
あ
な
が
ち
尚

早
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
前
記
の
よ
う
に
今
日

の
ソ
連
の
人
び
と
の
歴
史
観
、
社
会
観
は
き
わ
め
て
多
様
化
し
て

お
り
、
文
化
・
思
想
界
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
そ

れ
以
上
に
多
様
化
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
っ
て
、
表
面
的
に
せ

よ
全
体
を
概
観
す
る
な
ど
と
う
て
い
不
可
能
で
あ
る
。
以
下
で
と

り
あ
げ
る
の
も
、
結
局
は
、
わ
た
し
自
身
の
射
程
内
に
入
っ
て
き

た
幾
つ
か
の
動
き
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

3 

ま
ず
は
思
想
界
の
動
き
で
あ
る
。

~ 

ご
承
知
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
思
想
史
に
し
ば
し
ば
適
用
さ
れ

る
対
立
図
式
に
ス
ラ
ヴ
派
対
西
欧
派
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
反
西

欧
・
反
合
理
主
義
・
反
近
代
の
ス
ラ
ヴ
派
対
西
欧
市
民
社
会
を
範

と
す
る
西
欧
派
と
い
っ
た
こ
の
図
式
は
、
一
八
四

O
、
五

0
年
代

の
論
争
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
よ
う
に
多
様
化

が
い
ち
じ
る
し
い
今
日
の
状
況
に
適
用
す
る
に
は
あ
ま
り
に
大
ま

か
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
も
っ
て
こ
の
図
式
は
多
く
の
者
に
重
宝
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

是
非
は
さ
て
お
き
、
重
要
な
の
は
、
現
場
に
お
い
て
こ
の
対
立
図

式
を
も
ち
だ
し
て
く
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
ス
ラ
ヴ
派
の
側
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
あ
ら
ゆ
る
害
悪
を
西
欧
志
向
に
帰

す
。
あ
る
者
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
西

欧
派
の
せ
い
で
あ
る
と
言
い
、
ま
た
あ
る
者
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ

カ
そ
の
も
の
が
西
欧
派
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
さ
ら

に
は
ま
た
、
そ
も
そ
も
ロ
シ
ア
革
命
じ
冗
い
が
西
欧
派
に
よ
る
ロ

シ
ア
史
の
断
絶
で
あ
っ
た
と
ま
で
非
難
す
る
者
も
い
る
。

他
方
、
「
西
欧
派
」
よ
ば
わ
り
さ
れ
る
者
た
ち
は
、
政
治
的
に

は
、
市
民
社
会
の
成
熟
こ
そ
ソ
連
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
自
由

主
義
と
プ
ル
l
-
プ
リ
ズ
ム
の
導
入
を
唱
え
る
点
で
は
ほ
ぼ
共
通
し

て
い
る
も
の
の
、
細
部
に
な
る
と
ス
ラ
ヴ
派
に
く
ら
べ
て
は
る
か
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斜面h

に
多
様
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
の
考
え
の
多
く
は
わ
た
し

た
ち
に
比
較
的
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
思
想

じ
た
い
を
特
別
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
省
き
た
い
。

「
西
欧
派
」
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
む
し
ろ
目
を
惹
く
の
は
、

そ
れ
ま
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
西
欧
の
学
者
、
思
想
家
の
精
力
的
な

紹
介
で
あ
る
。
こ
こ
五
、
六

O
年
細
々
と
、
そ
れ
も
否
定
的
に
し

か
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ニ

1
チ
ェ
、
フ
ロ
イ
ト
、
ハ
イ
デ

ガ
l
、
オ
ル
テ
ガ
H

イ
H

ガ
セ
ッ
ト
、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

ガ
ダ
マ

l
等
々
が
雑
誌
掲
載
や
単
行
本
の
か
た
ち
で
相
次
い
で
公

刊
さ
れ
て
き
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
り
、

マ
ル
ク

l
ゼ
、
フ
ロ
ム
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
や
そ
の

他
の
流
派
に
つ
い
て
も
、
翻
訳
紹
介
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
こ
う

し
て
、
長
き
に
わ
た
る
思
想
的
鎖
国
状
態
を
一
挙
に
埋
め
よ
う
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
思
想
に
対
す
る
評
価
は

さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る
が
、
西
欧
に
ま
な
び
っ
つ
、
み
ず
か
ら
の
思

想
を
組
み
立
て
な
お
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
か
な
り
共
通
し
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
西
欧
派
」
は
、
自
分
た
ち
ロ
シ
ア
・
ソ

連
の
文
化
や
思
想
を
も
、
西
欧
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

相
対
化
、
一
般
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。

こ
う
い
っ
た
動
き
に
反
発
す
る
ス
ラ
ヴ
派
の
な
か
に
も
さ
ま
ざ

4晶、

ま
な
傾
向
が
存
在
す
る
。
お
そ
ら
く
、
復
古
派
の
代
表
格
と
し
て

わ
た
し
た
ち
に
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
在

住
の
作
家
ソ
ル
ジ
ェ
ニ

I
ツ
イ
ン
で
あ
ろ
う
。
社
会
主
義
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
み
な
ら
ず
西
欧
の
民
主
主
義
、
自
由
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
も
ふ
く
め
た
進
歩
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
全
般
に
対
し
て
反
発
し
、

革
命
前
ロ
シ
ア
に
あ
こ
が
れ
、
教
会
を
は
じ
め
と
す
る
民
族
の
伝

統
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
最
近
ソ
連
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
長
大

な
論
文
「
珪
れ
、
わ
が
ロ
シ
ア
よ
」
で
も
判
然
と
し
て
い
る
。

復
古
派
は
当
の
ソ
連
で
も
ま
す
ま
す
目
だ
っ
て
き
て
い
る
。
ペ

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
成
果
が
い
っ
こ
う
に
見
え
て
こ
な
い
な
か
で
、

か
れ
ら
は
勢
い
を
ま
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
コ

l
ジ

ノ
フ
。
ロ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
色
彩
を
濃
く
う
ち
だ
し
た

こ
の
文
芸
評
論
家
は
、
ソ
連
で
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
堂
々

と
云
々
し
づ
ら
い
状
況
が
延
々
と
つ
づ
い
て
い
た
こ
と
を
強
調
す

ル
ァ
フ
オ

l
プ
ス
ト
ヴ
オ

る
と
同
時
に
、
「
ロ
シ
ア
嫌
い
」
な
る
も
の
の
系
譜
を
遡
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
抑
圧
さ
れ
た
」
ロ
シ
ア
人
の
不
幸
な
運
命
を
託
っ

て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
鮮
明
で
は
な
い
に
し
て
も
、
「
農
村
派
」
の

作
家
た
ち
、
つ
ま
り
ラ
ス
プ
l
チ
ン
、
ア
ス
タ
ー
フ
ィ
エ
フ
、
ベ

ロ
l
フ
そ
の
他
も
復
古
的
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
重
視
す

る
傾
向
に
あ
る
。
ラ
ス
プ
l
チ
ン
な
ど
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
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「
パ
イ
カ
ル
湖
を
守
れ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
も
っ
ぱ
ら
エ
コ
ロ
ジ
ー

的
視
点
で
知
ら
れ
る
か
れ
ら
で
は
あ
る
が
、
か
れ
ら
の
い
う
エ
コ

ロ
ジ
ー
は
、
「
西
欧
派
」
に
も
見
ら
れ
る
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
、
さ
ら

に
は
ま
た
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
多
く
と
は
異
な
り
、

相
当
に
復
古
的
な
立
場
に
立
っ
て
お
り
、
危
う
い
ロ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い
る
き
ら
い
す
ら
あ
る
。

ち
な
み
に
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
は
じ
ま
る
前

後
か
ら
目
だ
ち
は
じ
め
た
現
象
で
あ
り
、
環
境
保
全
の
名
の
も
と

に
知
識
人
が
立
ち
上
が
り
、
シ
ベ
リ
ア
の
河
川
の
逆
流
計
画
を
阻

止
す
る
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
ソ
連
で
は
そ
れ
ま
で

な
か
っ
た
よ
う
な
下
か
ら
の
住
民
運
動
を
呼
び
起
こ
し
た
点
で
も
、

画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
な
か
に
は
、

中
世
ロ
シ
ア
文
学
者
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
よ
う
に
、
た
ん
に
「
生
物
学

的
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
同
時
に
「
文
化
の
エ
コ

ロ
ジ
ー
」
、
「
精
神
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
の
必
要
性
を
説
く
者
も
い
る
。

自
然
だ
け
で
な
く
、
文
化
遺
産
、
さ
ら
に
は
精
神
的
な
伝
統
ま
で

も
重
視
す
べ
き
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
い
っ
た

パ
l
ミ
ヤ
チ

「
文
化
の
記
憶
」
の
重
視
に
は
両
面
価
値
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
の
一
面
だ
け
を
受
け
と
ら
れ
た
場
合
に
は
、
す
こ
ぶ
る
危
険
な

〈パ

l
ミ
ャ
チ
(
記
憶
)
〉
グ
ル
ー
プ
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
す
ら

F凧

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
当
人
は
、
ロ
シ
ア
の
文
化
的

伝
統
を
重
視
す
る
と
は
い
え
、
同
時
に
そ
の
立
場
が
独
自
の
対
話

論
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

お
そ
ら
く
、
今
日
の
ソ
連
で
は
、
こ
の
リ
ハ
チ
ョ
フ
と
イ
ヴ
ァ

ノ
フ
、
ア
ヴ
ェ
リ
ン
ツ
ェ
フ
が
、
心
あ
る
知
識
人
の
あ
い
だ
で
人

望
を
集
め
る
代
表
的
な
学
者
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
言
語
学
、

記
号
論
、
文
芸
評
論
に
た
ず
さ
わ
る
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
が
「
西
欧
派
」

的
色
彩
が
濃
い
の
に
対
し
て
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
文
学
を
中
心
と
し
た

文
芸
学
者
で
あ
る
ア
ヴ
ェ
リ
ン
ツ
ェ
フ
は
よ
り
「
ス
ラ
ヴ
派
」
的

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
が
以
前
か
ら
高
次
の
レ
ヴ
ェ

ル
で
互
い
を
認
め
合
っ
て
き
て
い
る
の
も
、
元
来
が
リ
ハ
チ
冨
フ

同
様
に
、
既
成
の
窮
屈
な
対
立
構
図
に
収
ま
る
よ
う
な
人
物
で
は

な
い
こ
と
に
よ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
記
の
よ
う
に
、
い
ま
や
ソ
連
で
は
あ
ら
ゆ
る
主

義
、
思
想
、
理
論
が
飛
び
交
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま

で
抑
え
ら
れ
た
り
冷
遇
さ
れ
て
い
た
の
は
、
非
マ
ル
ク
ス
主
義
者

だ
け
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

公
式
マ
ル
ク
ス
・
レ

l
ニ
ン
主
義
な
る
も
の
は
、
西
欧
マ
ル
ク
ス

主
義
を
非
難
し
つ
づ
け
た
だ
け
で
な
く
、
圏
内
の
ト
ロ
ツ
キ
イ
、

プ
ハ

l
リ
ン
等
の
「
異
端
」
を
も
完
全
に
抹
殺
し
て
き
た
。

".圃h
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掃量h

ろ
が
、
ソ
連
で
も
よ
う
や
く
か
れ
ら
の
著
作
そ
の
他
が
手
に
入
り

は
じ
め
、
マ
ル
ク
ス
主
義
も
ま
た
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
と
に
、

ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
側
か
ら
い
ち
は
や
く
的
確

に
批
判
し
て
い
た
ト
ロ
ツ
キ
イ
の
著
作
が
あ
る
程
度
出
そ
ろ
っ
た

暁
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
か
は
、
興
味
深
い
。
ま
た
す
で

に
、
新
し
い
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
起
こ
っ

て
き
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
一
九
五
八
年
生
ま
れ
の
カ
ガ
ル
リ
ツ

キ
イ
な
ど
は
そ
の
辺
の
代
表
的
人
物
の
ひ
と
り
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

『
考
え
る
葦
』
を
初
め
す
で
に
三
冊
の
著
書
を
西
欧
で
だ
し
、
モ

ス
ク
ワ
人
民
戦
線
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
カ

ガ
ル
リ
ツ
キ
イ
が
め
ざ
す
「
資
本
主
義
に
対
す
る
民
主
主
義
的
な

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
の
社
会
主
義
」
は
、
困
難
な
状
況
を
十

二
分
に
認
識
し
た
う
え
で
、
な
お
か
つ
真
の
民
主
主
義
を
問
う
た

も
の
だ
け
に
、
注
目
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
カ
ガ
ル
リ
ツ
キ
イ
に
よ
れ
ば
、
パ
フ
チ
ン
の
理
論
・
思
想

と
て
、
当
人
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
マ
ル
ク
ス
主
義
の
豊
能
化
に
役
立
ち
う
る
。
こ
の
二

O
世
紀
ロ

シ
ア
最
大
の
思
想
家
パ
フ
チ
ン
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
昨
今
、

ソ
連
で
も
か
な
り
分
か
れ
は
じ
め
て
き
て
い
る
。
と
く
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
パ
フ
チ
ン
は
マ
ル
ク
ス
主
義
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
、

~ 

記
号
論
、
構
造
主
義
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
、
実
存
主
義
、
ロ
シ
ア
・

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
ど
の
い
ず
れ
と
も
関
係
な
い
ば
か
り
か
、

〈カ

l
ニ
ヴ
ァ
ル
〉
や
〈
ポ
リ
フ
ォ
ニ

l
〉
を
云
々
し
て
い
る
者

に
は
お
そ
ら
く
パ
フ
チ
ン
は
理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
見

方
で
あ
る
。
ア
ヴ
ェ
リ
ン
ツ
ェ
フ
等
の
こ
う
い
っ
た
見
方
に
近
い

前
記
の
コ

l
ジ
ノ
フ
は
、
パ
フ
チ
ン
と
ベ
ル
ジ
ャ

l
エ
フ
と
の
共

通
性
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
道
標
派
や
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
復
活
も
ま
た
、
最
近
の
注
目

す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
一
九
世
紀
以
来
の
ロ
シ
ア
の
反
体
制
運
動

の
伝
統
を
批
判
し
た
有
名
な
論
集
『
道
標
』
(
一
九
O
九
)
が
昨
年

復
刻
さ
れ
た
ほ
か
、
お
な
じ
執
筆
陣
に
よ
る
革
命
批
判
『
深
き
淵

よ
り
』
(
一
九
一
八
)
の
復
刻
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
マ
ル

ク
ス
主
義
を
奉
じ
、
や
が
て
反
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
転
じ
た
ベ
ル

ジ
ャ

1
エ
フ
ら
は
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
よ
り
も
「
真
理
」
を
重

視
す
る
立
場
に
た
ち
、
革
命
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
の
世
界
観

を
批
判
し
、
宗
教
や
精
神
的
な
る
も
の
の
価
値
を
強
調
し
た
。
長

ら
く
反
革
命
思
想
の
代
表
の
ひ
と
つ
に
さ
れ
て
き
た
道
標
派
の
復

権
は
、
現
在
の
知
識
人
の
思
い
に
深
い
と
こ
ろ
で
呼
応
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

。，u
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つ
ぎ
に
、
文
学
・
芸
術
の
動
向
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て

は
、
思
想
面
に
く
ら
べ
る
と
新
聞
雑
誌
等
を
適
し
て
、
あ
る
い
は

ま
た
来
日
公
演
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の
都
度
か
な
り
伝
わ
っ
て
き

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
前
記
の
よ
う
に
一
時
に
あ
ま

り
多
く
の
現
象
が
起
こ
っ
た
た
め
に
、
本
格
的
な
紹
介
と
な
る
と
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

た
と
え
ば
、
ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
文
学
が
お
も
し
ろ
く
な
っ
た
と

い
う
わ
り
に
は
日
本
語
で
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
と
い
う
状
況
が
あ

る
。
こ
れ
に
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
な
か
で
書
か
れ
た
作
品
に

ま
だ
見
る
べ
き
も
の
が
少
な
い
と
い
う
事
情
も
関
係
し
て
い
る
が
、

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
な
か
で
浮
上
し
て
き
た
前
記
の
作
家
や
作
品

に
し
て
も
翻
訳
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
翻
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
の

代
表
作
と
し
て
は
、
内
戦
状
態
下
の
一
九
九
三
年
の
モ
ス
ク
ワ
を

描
い
た
カ
パ
コ
フ
の
近
未
来
小
説
『
ノ
l
リ
タ
ー
ン
』
(
一
九
八
島
、

お
よ
び
二

O
年
ほ
ど
前
に
書
か
れ
て
い
た
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
批
判

と
し
て
話
題
に
な
っ
た
、
ル
イ
パ
コ
フ
の
『
ア
ル
パ

I
ト
街
の
子

供
た
ち
』
や
ベ
ッ
ク
の
『
左
遷
』
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

い
っ
た
い
に
、
ソ
連
の
文
学
は
い
ま
や
一
大
転
換
期
を
迎
え
て

戸島司

い
る
と
も
い
え
な
く
は
な
い
。
ロ
シ
ア
で
は
一
九
世
紀
以
来
も
っ

ぱ
ら
文
学
が
時
の
権
力
や
社
会
の
不
正
を
あ
ば
く
役
割
を
果
た
し

て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
状
況
下
で
は
そ
の
役
割

は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
て
お
り
、
長
年
の
「
呪

縛
」
か
ら
解
き
放
た
れ
た
文
学
は
い
ま
改
め
て
い
か
に
あ
る
べ
き

か
を
自
問
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
勺
て
い
る
。
こ
の
関
連
で
い
う
な

ら
ば
、
文
化
や
構
成
を
初
め
と
す
る
「
文
学
性
」
と
い
う
視
点
か

ら
見
て
質
の
高
い
多
く
の
作
品
が
い
ま
だ
日
本
語
化
さ
れ
ず
に
あ

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
、
二

O

世
紀
半
ば
ま
で
の
ロ
シ
ア
茎
子
と
い
え
ば
、
ゴ

l
リ
キ
イ
や
シ
ョ
ー

ロ
ホ
フ
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
は
と
っ
く
に
な
え
パ
ス
テ
ル
ナ
l

夕
、
ザ
ミ
ャ
l
チ
ン
、
プ
ル
ガ
l
コ
フ
、
プ
ラ
ト
l
ノ
フ
、
ベ
ー

ル
イ
、
ア
フ
マ

1
ト
ヴ
ァ
、
マ
ン
デ
リ
シ
タ
l
ム
等
の
名
が
ま
ず

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
語
で

読
め
る
も
の
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
ま
た
現
役
作
家
で
い
え
ば
、

イ
ス
カ
ン
デ
l
ル
、
ピ

l
ト
フ
、
オ
ク
ジ
ャ
ワ
そ
の
他
も
も
っ
と

読
ま
れ
て
い
い
作
家
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
わ
が
国
で
の
翻
訳
状
況
は
さ
て
お
き
、
当
の
ソ
連
で
あ

る
が
、
今
日
の
状
況
を
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
な
ぞ
ら
え
る

者
も
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
状

-28一
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斜面恥

把
握
に
ど
こ
ま
で
有
効
か
は
さ
て
お
き
、
す
く
な
く
と
も
、
昨
今

の
動
き
が
結
果
的
に
は
、
過
去
の
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
復

元
に
も
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
当
時
の
ロ
シ
ア
は

右
記
の
文
学
だ
け
で
な
く
、
演
劇
、
バ
レ
エ
、
美
術
、
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
豊
か
な
成
果
を
生
み
だ
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
二

0
年
代
末
よ
り
そ
れ
ら
の
多
く
は
否
定
的
な
も
の
と
し

て
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
。
目
下
そ
の
「
復
元
作
業
」
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
「
復
元

作
業
」
の
全
体
を
取
り
仕
切
る
明
確
な
グ
ル
ー
プ
な
り
個
人
が
い

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る

対
象
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
重
な
り
合
い
が
結
果

的
に
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
再
現
し
つ
つ
あ
る
と
み
た
ほ
う

が
、
現
状
に
か
な
っ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
思
想
の
場
合
に
劣

ら
ず
、
こ
こ
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
晴
好
が
存
在
す
る
。
た
だ

し
、
い
ま
こ
こ
で
は
今
日
の
文
学
・
芸
術
の
特
徴
的
な
動
き
を
個
々

に
と
り
あ
げ
る
の
は
さ
け
、
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
関
連
で
二

点
に
だ
け
ご
く
手
短
か
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

ひ
と
つ
は
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
の
試
み
で
あ
る
。
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
の
場
合

は
も
っ
ぱ
ら
記
号
論
的
視
点
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
前
記
の
作
家

た
ち
ゃ
フ
レ

l
ブ
ニ
コ
フ
、
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
イ
、
〈
オ
ベ
リ
ウ
〉

再点

グ
ル
ー
プ
の
作
家
た
ち
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ト
た
ち
、
さ
ら
に
は
映

画
の
エ
イ
ゼ
ン
シ
テ
ィ
ン
、
心
理
学
者
の
ヴ
イ
ゴ
ツ
キ
イ
、
哲
学

者
の
シ
ペ

l
ト
、
文
学
研
究
者
の
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
、
あ
る
い

は
多
面
に
わ
た
っ
て
仕
事
を
残
し
た
パ
フ
チ
ン
や
フ
ロ
レ
ン
ス
キ

イ
等
を
も
共
通
の
舞
台
に
の
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
史
・
精

神
史
を
復
活
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
世
界
的
同
時
性
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
絵
図
は
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

と
は
必
ず
し
も
重
な
ら
な
い
。
こ
の
広
さ
は
、
あ
る
い
は
ス
ラ
ヴ

派
的
見
地
か
・
り
す
れ
ば
抵
抗
の
あ
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
ロ
シ
ア
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
ソ
連
で
は
目
下
の
と

こ
ろ
問
題
に
す
ら
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
ソ
連
外
の
研
究
者
の

あ
い
だ
で
は
、
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
ほ
ぼ
重
な
り
合
う
後

者
と
、
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
関
係
を
ど
う
見
る
か
は
、

意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
に
も
ま
た

ス
ラ
ヴ
派
と
西
欧
派
の
関
係
を
絡
め
る
見
方
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
こ
の
場
合
も
ま
た
、
深
い
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
現
象

も
あ
る
半
面
、
例
外
も
多
す
ぎ
る
。
と
も
あ
れ
、
ロ
シ
ア
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
と
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
共
通
性
と
差
異
の
確

認
作
業
が
ソ
連
圏
内
で
は
じ
ま
る
こ
と
が
、
期
待
さ
れ
る
。
お
そ

。L



ら
く
そ
れ
は
ま
た
、
ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
文
化
史
復
元
の
新
た
な
段

階
ー
ー
よ
り
普
遍
的
で
根
本
的
な
段
階
ー
ー
へ
の
一
歩
を
し
る
す

こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
こ
こ
数
年
間
の
ソ
連
の
思
想
・
文
化
状
況
の
一
端
に
、

ご
く
簡
単
に
で
は
あ
る
が
触
れ
て
み
た
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
ソ
連
が
今
後
ど
の
よ
う
に
動
い
て
ゆ
く
か
は
予
断
を
許
さ
な

い
。
経
済
危
機
に
し
ろ
民
族
問
題
に
し
ろ
、
依
然
と
し
て
見
通
し

は
暗
い
。
こ
の
状
況
を
耐
え
き
る
精
神
的
支
え
と
し
て
教
会
の
役

割
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
も
聞
く
。
だ
が
翻
っ
て
文
化
・
思
想

界
に
眼
を
移
し
た
と
き
、
そ
う
い
っ
た
危
機
的
状
況
と
は
う
ら
は

ら
に
、
む
し
ろ
い
っ
そ
う
の
広
が
り
と
深
ま
り
を
お
び
て
い
き
そ

う
な
気
配
す
ら
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
だ
け

で
い
う
な
ら
ば
、
わ
た
し
と
し
て
は
不
安
よ
り
も
期
待
の
ほ
う
を

秘
か
に
抱
い
て
い
る
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
献
表

ミ4・d、ミ
レ
レス
ス
ト
ト
ロ
ロ
イ
イ
カ
カ
を措の

Z埜
匙= ヨ冥

手口話
回竺

高骨
編町」

契日
て
御
茶
の
水
書
房

同除民

八
七
年

『
モ
ス
ク
ワ
の
テ
レ
ビ
は
な
ぜ
火
を
噴
く
の
か
』
金
光
不
二
夫
、
森
本
良

夫
編
訳
、
築
地
書
館
、
一
九
八
七
年

和
田
春
樹
『
私
の
見
た
ベ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
七
年

和
田
春
樹
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
成
果
と
危
機
』
岩
波
新
書
、
一
九
九

O

年
下
斗
米
伸
夫
『
ソ
連
現
代
政
治
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
(
第

二
版
、
一
九
九
O
年
)

下
斗
米
伸
夫
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
時
代
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
年

長
崎
浩
『
世
紀
末
の
社
会
主
義
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
O
年

渓
内
謙
『
現
代
社
会
主
義
を
考
え
る
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
年

菊
池
昌
典
編
『
社
会
主
義
と
現
代
世
界
3

社
会
主
義
の
現
実
2

ソ
連
・

中
国
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
九
年

キ
エ
ザ
、
メ
ド
ベ

1
ジ
ェ
フ
『
証
言
』
毎
日
新
聞
外
信
部
訳
、
毎
日
新
聞

社
、
一
九
九
O
年

袴
田
茂
樹
編
『
も
っ
と
知
り
た
い
ソ
連
』
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年

『
ロ
シ
ア
・
ソ
速
を
知
る
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
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av
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
思
想
・
文
学
状
況
一
般
に
つ
い
て

川
崎
被
『
い
ま
ソ
速
の
知
識
人
は
何
を
考
え
て
い
る
か
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
八
九
年

ア
フ
ァ
ナ
l
シ
ェ
フ
編
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
恩
怨
』
和
田
春
樹
他
訳
、

群
像
社
、
一
九
八
九
年

阿
部
軍
冶
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
文
学
』
彩
流
社
、
一
九
九
O
年

デ
イ
ヴ
ィ
ス
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
歴
史
像
の
転
換
』
富
田
武
、
下
斗
米

~ 



同量h

伸
夫
、
永
綱
憲
悟
訳
、
岩
波
書
底
、
一
九
九

O
年

シ
l
ト
ン
H

ワ
ト
ソ
ン
『
文
学
作
品
に
み
る
ソ
ヴ
ェ
ト
人
の
息
吹
』
奥
田

央
、
塩
川
伸
明
訳
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年

沼
野
充
義
『
永
遠
の
一
駅
手
前
』
作
品
社
、
一
九
八
九
年

av
「
ス
ラ
ヴ
派
」
対
「
西
欧
派
」
そ
の
他
に
つ
い
て

サ
ハ
ロ
フ
『
サ
ハ
ロ
フ
は
発
言
す
る
』
原
卓
也
訳
、
新
潮
社
、

年
サ
ハ
ロ
フ
『
進
歩
・
平
和
共
存
お
よ
び
自
由
』
川
崎
決
訳
、
み
す
ず
書
貫

一
九
七
八
年

ソ
ル
ジ
ェ
ニ
l
ツ
イ
ン
『
ク
レ
ム
リ
ン
へ
の
手
紙
』
江
川
卓
訳
、
新
商
社
1

一
九
七
四
年

ソ
ル
ジ
ェ
ニ
l
ツ
イ
ン
『
建
れ
、
ロ
シ
ア
よ
』
木
村
浩
訳
、
日
本
放
送
出

版
協
会
、
一
九
九
O
年

高
野
雅
之
『
ロ
シ
ア
思
想
史
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
年

ヴ
ァ
リ
ツ
キ
『
ロ
シ
ア
社
会
恩
想
と
ス
ラ
ヴ
主
義
』
今
井
義
夫
訳
、
未
来

枇
、
一
九
七
九
年

ベ
ル
ジ
ャ
1
エ
フ
『
ロ
シ
ア
恩
想
史
(
新
装
版
)
』
田
口
貞
夫
訳
、
ペ
リ
カ

ン
社
、
一
九
八
二
年

プ
ル
ガ
コ
フ
、
ス
ト
ゥ
ル
l
ヴ
ェ
他
『
道
標
』
小
西
善
次
訳
、
現
代
思
潮

社
、
一
九
七
O
年

谷
寿
美
『
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
哲
学
』
理
想
社
、
一
九
九
O
年

『
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
と
そ
の
時
代
』

I
-
E

御
子
柴
道
夫
訳
、
万
水
害
一
房
一
、

一
九
八
二
年

一
九
七
五

戸ヘ
*

ホ

*

リ
ハ
チ
ョ
フ
『
ロ
シ
ア
か
ら
の
手
紙
』
桑
野
隆
訳
、
平
凡
社
、

年
リ
ハ
チ
ョ
l
フ
『
文
化
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
長
縄
光
男
訳
、
群
像
社
、

八
八
年

リ
ハ
チ
ョ
フ
『
庭
園
の
詩
学
』
坂
内
知
子
訳
、
平
凡
社
、
一
九
八
七
年

イ
ワ
1
ノ
フ
『
偶
数
と
奇
数
の
記
号
論
』
田
中
ひ
ろ
し
訳
、
青
木
書
底
、

一
九
八
八
年

カ
ガ
ル
リ
ツ
キ
l

『
モ
ス
ク
ワ
人
民
戦
線
』
佐
久
間
邦
夫
、
水
谷
腹
、
湯

川
順
夫
訳
、
柘
植
董
一
房
、
一
九
八
九
年

桑
野
隆
『
パ
フ
チ
ン
』
岩
波
書
庖
、
一
九
八
七
年

『
パ
フ
チ
ン
著
作
集
』
金
八
巻
、
新
時
代
社
、
一
九
七
九
|
八
八
年

パ
フ
チ
ン
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
言
語
哲
学
【
改
訳
版
巴
桑
野
隆
訳
、
未
来

祉
、
一
九
八
九
年

パ
フ
チ
ン
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
論
』
新
谷
敬
三
郎
訳
、
冬
樹
社
、
一
九

六
八
年

パ
フ
チ
l
ン
『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
プ
レ
1
の
作
品
と
中
世
・
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
の
民
衆
文
化
』
川
端
香
男
里
訳
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
七
三
年

ク
ラ
l
夕
、
ホ
ル
ク
イ
ス
ト
『
ミ
ハ
イ
l
ル
・
パ
フ
チ
l
ン
の
世
界
』
川

端
香
男
皇
、
鈴
木
品
訳
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
九

O
年

一
九
八
九九
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。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
関
係
す
る
主
な
作
家
た
ち
の
作
品

カ
パ
コ
フ
『
ノ
l
リ
タ
ー
ン
』
小
宮
山
俊
平
訳
、
新
評
論
、
一
九
九
一
年

ル
イ
パ
コ
フ
『
ア
ル
パ
l
ト
街
の
子
供
た
ち
』
長
島
七
穏
訳
、
み
す
ず
書



房
、
一
九
九

O
年

ル
イ
パ
コ
フ
『
重
い
砂
』
北
焔
静
子
、
長
島
七
穂
訳
、
借
成
社
、

七
年

ベ
ッ
ク
『
左
遷
』
前
回
勇
訳
、
群
像
社
、
一
九
九
一
年

ラ
ス
プ
1
チ
ン
『
マ
リ
ヤ
の
た
め
の
金
』
安
岡
冶
子
訳
、
群
像
社
、

八
六
年

ラ
ス
プ
l
チ
ン
『
生
き
よ
、
そ
し
て
記
憶
せ
よ
』
原
卓
也
、
安
岡
冶
ヱ
訣
、

講
談
社
、
一
九
八

O
年

ア
イ
ト
マ
!
ト
フ
『
処
刑
台
』
佐
藤
祥
子
訳
、
群
像
社
、
一
九
八
八
年

ア
イ
ト
マ

l
ト
フ
『
一
世
紀
よ
り
長
い
一
日
』
飯
田
規
和
訳
、
講
談
社
、

一
九
八
四
年

ア
ス
タ
ー
フ
ィ
エ
フ
『
魚
の
王
様
』
中
国
甫
訳
、
群
像
社
、
一
九
八
三
|

八
四
年

イ
ス
カ
ン
デ
l
ル
『
牛
山
羊
の
星
座
』
浦
雅
春
訳
、
群
像
社
、
一
九
八
五

年
オ
ク
ジ
ャ
ワ
『
シ
1
ポ
フ
の
官
険
』
沼
野
充
義
、
沼
野
恭
子
訳
、
群
像
社
1

一
九
八
九
年

一
九
八

-
「
復
権
」
し
た
作
家
・
作
品

工
藤
正
広
『
ド
ク
ト
ル
・
ジ
パ
ゴ
論
致
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、

九
九

O
年

パ
ス
テ
ル
ナ
l
ク
『
ド
ク
ト
ル
・
ジ
パ
ゴ
』
上
・
下
新
潮
文
庫
、
一
九

八
九
年

パ
ス
テ
ル
ナ
1
夕
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
『
愛
と
詩
の
手
紙
』
江
川
卓
、

関風、

九

大
西
祥
子
訳
、
時
事
通
信
社
、
一
九
八
七
年

イ
ヴ
ィ
ン
ス
カ
ヤ
『
パ
ス
テ
ル
ナ
1
ク
詩
人
の
愛
』
工
藤
正
広
、
新
潮

社
、
一
九
八
二
年

『
集
英
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
世
界
の
文
学
】
一
五
ロ
シ
ア

E
』
集
英
社
、

一
九
九

O
年
(
ザ
ミ
ャ

l
チ
ン
『
わ
れ
ら
』
、
プ
ル
ガ

1
コ
フ
『
巨
匠

と
マ
ル
ガ
リ
l
タ
』
、
プ
ラ
ト
l
ノ
フ
『
ジ
ャ
ン
同
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー

ム
『
石
』
、
そ
の
他
を
収
録
)

プ
ル
ガ
1
コ
フ
『
犬
の
心
臓
』
水
野
忠
夫
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七

一
年

安
井
郁
子
『
ベ
テ
ル
プ
ル
グ
悲
歌
|
|
ア
フ
マ

l
ト
ワ
の
詩
的
世
界
』
中

央
公
論
社
、
一
九
八
九
年

武
藤
洋
二
『
詩
の
運
命
|
|
ア
フ
マ
l
ト
ヴ
T

と
民
衆
の
受
難
史
』
新
樹

社
、
一
九
八
九
年

マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
l
ム
『
時
の
ざ
わ
め
き
』
安
井
郁
子
訳
、
中
央
公
論
司

一
九
七
六
年

N
・
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
1
ム
『
流
刑
の
詩
人
・
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
l
ム』

木
村
浩
、
川
崎
隆
司
訳
、
新
潮
社
、
一
九
八

O
年

『
世
界
文
学
全
集
八
二
』
講
談
社
、
一
九
七
七
年
(
ベ

1
ル
イ
『
ベ
テ
ル

プ
ル
グ
』
川
端
香
男
里
訳
を
所
収
)

ヴ
ォ
イ
ノ
l
ヴ
ィ
チ
『
兵
士
イ
ワ
ン
・
チ
ョ
ン
キ
ン
の
華
麗
な
る
官
険
』

安
井
郁
子
訳
、
パ
シ
フ
ィ
ヵ
、
一
九
七
七
年

チ
ャ
ヤ
l
ノ
フ
『
農
民
ユ
ー
ト
ピ
ア
国
理
行
記
』
和
国
春
樹
、
和
田
あ
き

子
訳
、
品
文
社
、
一
九
八
四
年

ソ
ル
ジ
ェ
ニ

l
ツ
イ
ン
『
収
容
所
群
島
』
木
村
浩
訳
、
新
潮
文
庫
、

伊民

-32一

九



知面民

七
五
年

シ
ニ
ャ
フ
ス
キ
|
『
エ
ッ
セ
イ
集
』
内
村
剛
介
、
青
山
太
郎
訳
、
勤
草
書

房
、
一
九
七

O
年

グ
ロ

l
ス
マ
ン
『
万
物
は
流
転
す
る
:
:
:
』
中
国
甫
訳
、
動
草
書
房
、

九
七
二
年

川
崎
決
「
ソ
連
の
地
下
文
学
』
朝
日
選
書
、

一
九
七
六
年

A
V

「
復
権
し
た
」
芸
術
家

ゲ
ル
シ
コ
ヴ
ィ
チ
『
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
の
タ
ガ
ン
カ
劇
場
』
中
本
信
幸
訳
、

リ
プ
ロ
ポ
l
ト
、
一
九
九

O
年

プ
ロ
l
ン
『
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
全
体
像
』
浦
雅
春
訳
、
品
文
社
、
一
九

八
二
年

『
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
粛
清
と
名
誉
回
復
』
佐
藤
恭
子
訳
、
岩
波
書
居
、

一
九
九

O
年

シ
ャ
ト
ロ

l
フ
『
ド
ラ
マ
ソ
連
史
』
後
藤
洋
一
訳
、
リ
ベ
ル
タ
出
版
、
①

一
九
八
九
年
、
②
一
九
九

O
年

タ
ル
コ
フ
ス
キ
l

『
映
像
の
ポ
エ
ジ
ア
』
鴻
英
良
訳
、
キ
ネ
マ
旬
報
社
、

一
九
八
八
年

『
タ
ル
コ
フ
ス
キ
l
、
好
き
!
(
追
悼
・
増
補
版
)
』
イ
メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

増
刊
号
、
一
九
八
七
年

ヴ
ォ
ル
コ
フ
『
シ
ョ
ス
タ
コ

l
ヴ
ィ
チ
の
証
言
』
水
野
中
公
大
訳
、
中
公
文

庫
、
一
九
八
六
年

ロ
ス
ト
ロ
ボ
l
ヴ
ィ
チ
、
ヴ
ィ
シ
ネ
フ
ス
カ
ヤ
『
ロ
シ
ア
・
音
楽
・
自
旦

田
中
淳
一
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
七
年

~ 

A
V

「
復
権
」
し
た
政
治
家

コ
ー
エ
ン
『
プ
ハ

1
リ
ン
と
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
』
塩
川
伸
明
訳
、
未

来
社
、
一
九
七
九
年

ラ
l
リ
ナ
『
夫
プ
ハ

l
リ
ン
の
思
い
出
』
上
・
下
和
田
あ
き
子
訳
、
岩

波
書
庖

ブ
ハ

1
リ
ン
『
史
的
唯
物
論
』
佐
野
勝
隆
、
石
川
晃
弘
訳
、
青
木
書
底
、

一
九
七
四
年

菊
池
昌
典
『
ト
ロ
ッ
キ
ー
』
講
談
社
、
一
九
八
一
年

ト
ロ
ツ
キ
イ
『
ソ
連
は
ど
こ
へ
』
藤
井
一
行
訳
、
窓
社
、
一
九
八
八
年

『
ト
ロ
ッ
キ
ー
自
伝
』

I
・
E

高
田
爾
郎
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九

年
『
ト
ロ
ッ
キ
ー
著
作
集
』
全
二
二
巻
、
柘
植
書
房
、
一
九
七
一
|
八
三
年

ト
ロ
ッ
キ
ー
『
文
学
と
革
命
』

I
・
E

内
村
剛
介
訳
、
現
代
思
潮
社
、

一
九
六
五
年

上
島
武
他
「
ト
ロ
ッ
キ
ー
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
』
窓
社
、
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一
九
八
七
年

-
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

ピ
エ
l
ル
・
パ
ス
カ
ル
「
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
川
崎
被
訳
、
み
す

ず
書
房
、
一
九
八

O
年

バ
ッ
ク
ル
『
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
』
上
・
下
鈴
木
品
訳
、
リ
ブ
ロ
ポ
l
ト、

一
九
八
四
年

『
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』
全
八
巻
、
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
八

年
よ
り
刊
行
中

ボ
ウ
ル
ト
編
『
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
』
川
端
香
男
里
ほ
か



訳
、
岩
波
書
庖
、
一
九
八
八
年

バ
ロ
ン
他
『
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
T

ン
ギ
ャ
ル
ド
』
五
十
殿
利
冶
訳
、
リ
プ
ロ

ポ
1
ト
、
一
九
八
二
年

水
野
忠
夫
『
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』
パ
ル
コ
出
版
、
一
九
八
五

年
マ
ル
タ
ン
『
回
想
の
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
T

ン
ギ
ャ
ル
ド
』
岩
本
憲
児
、
大
石

雅
彦
、
宮
本
峻
訳
、
新
時
代
社
、
一
九
八
七
年

イ
ヴ
ァ
ノ
フ
、
ロ
ー
ト
マ
ン
他
『
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
読
む
』

桑
野
隆
訳
、
動
草
萱
一
房
、
一
九
八
四
年

ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
I
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
そ
の
言
葉
と
沈
黙
』
峯
俊
夫
訳
、
国
文

社
、
一
九
七

O
年

ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
l
『
芸
術
心
理
学
』
柴
田
義
松
、
根
樟
真
幸
訳
、
明
治
図
費

一
九
七
一
年

大
島
幹
雄
『
サ
ー
カ
ス
と
革
命
』
平
凡
社
、
一
九
九

O
年

岩
本
憲
児
編
『
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
解
読
』
フ
ィ
ル
ム
ア
l
ト
社
、
一

九
八
六
年

亀
山
郁
夫
『
建
え
る
フ
レ
l
プ
ニ
コ
フ
』
品
文
社
、
一
九
八
九
年

桑
野
隆
『
塞
元
の
ポ
リ
フ
ォ

7
』
未
来
祉
、
一
九
九

O
年

『
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
文
学
論
集
』
1
・

2

水
野
忠
夫
編
、
せ

り
か
書
房
、
一
九
七
一
年
、
一
九
八
二
年

シ
ク
ロ
フ
ス
キ
1
『
革
命
の
ベ
テ
ル
プ
ル
グ
』
水
野
忠
夫
訳
、
晶
文
社
、

一
九
七
二
年

ス
タ
イ
ナ
1
『
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
』
山
中
桂
一
訳
、
型
車
・
輩
国
代

一
九
八
六
年

~ 

議
野
隆
(
く
わ
の
・
た
か
し
)

一
九
四
七
年
十
一
月
一
一
一
一
日
徳
島
県
生
ま
れ

一
九
七
二
年
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
ス
ラ
グ
系
言
語
専
攻
率

現
在
東
京
大
学
教
養
学
部
助
教
授

著
書
『
パ
フ
チ
ン
l
l
〈
対
話
〉
そ
し
て
〈
解
放
の
笑
い
〉
』
ハ
岩
波
書
底
)
、

『
民
衆
文
化
の
記
号
堂
1
|
先
覚
者
ポ
ガ
ト
ゥ
イ
リ
ョ
フ
の
仕
事
』
(
東
海
大
学

出
版
会
)
、
『
ソ
速
言
語
理
論
小
史
|
|
ポ
l
F
ア
ン
・
ド
・
タ
ル
ト
ネ
か
ら
ロ

シ
ア
・
フ
オ
ル
マ
リ
ズ
ム
ヘ
』
(
三
一
書
房
)
ほ
か
。
最
新
刊
に
『
未
完
の
ポ

リ
フ
ォ
ニ
l
|
|
パ
フ
チ
ン
と
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』
(
未
来
枇
)

が
あ
る
。

訳
書
ボ
ガ
ト
ゥ
イ
リ
ョ
フ
冨
衆
演
劇
の
機
能
と
構
書
(
未
来
事
、
パ
フ

チ
ン
『
文
芸
学
の
形
式
的
方
法
』
(
共
訳
、
新
時
代
社
)
、
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と

言
語
哲
学
』
(
未
来
註
)
、
ィ
ヴ
ァ
ノ
フ
他
『
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を

読
む
』
〈
動
車
書
房
)
、
シ
タ
ロ
フ
ス
キ
イ
他
『
レ
1
ニ
ン
の
言
語
』
(
=
二
書

房
)
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
『
ロ
シ
ア
か
ら
の
手
紙
』
(
平
凡
社
)
ほ
か
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鋼輔、

第
九
回
特
約
庖

局、

• 

準
特
約
庖
の
選
定
を
終
え
て

昨
年
秋
、
第
九
回
目
の
人
文
会
特
約
庖
の
更
新
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
特
約
庖
制
度
も
発
足
し
て
か
ら
十
七
年
た
ち

ま
し
た
が
、
選
定
基
準
は
、
基
本
的
に
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

①
特
約
庖
に
つ
い
て
は

@
会
員
二
十
一
社
中
十
三
社
以
上
と
常
備
契
約
を
交
わ
し

@
会
員
社
の
人
文
図
書
を
一
一

O
O冊
以
上
展
示
す
る

。
年
間
三
三

O
O冊
以
上
販
売
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と

②
準
特
約
屈
に
つ
い
て
は

@
会
員
社
二
十
一
社
中
十
社
以
上
と
常
備
契
約
を
交
わ
し

特

約

底

委

員

会

た雲
は員
年社
聞の
二人

言菌
O 書
冊を
以七
上七
堅♀
7官官官
さ以
れ上
て展
お示
らす
れる
るか

とま

-35一

以
上
の
様
な
も
の
で
す
。

選
定
の
結
果
は
、
別
表
①
に
記
し
ま
し
た
。

見
て
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
特
約
庖
様
の
数
が
二
十
五
庖
(
約

一
八
%
)
も
増
え
、
準
特
約
庖
様
が
逆
に
三
十
八
庖
(
二
七
%
)

減
少
、
準
特
約
庖
か
ら
特
約
唐
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
庖
が
三
十

五
庖
も
あ
り
ま
し
た
。

地
域
的
に
見
ま
す
と
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
そ
れ
に
昨
秋
研



別表①

特約庖 準特約庖

74 188 

76 190 72 

78 197 80 

80 220 98 

82 161 75 

84 165 88 

86 138 140 

回 139 140 

90 164 102 

修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
山
陰
地
方
を
含
む
中
国
プ
ロ
ッ
ク
で
、
特

約
底
様
が
増
え
た
の
が
目
立
ち
、
北
海
道
、
近
畿
、
四
園
地
方
で

は
動
き
が
少
な
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

特
約
庖
様
の
庖
数
が
増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
備
の
展
示

冊
数
が
前
回
と
比
べ
て
軒
並
み
誠
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
非
常
に
気

に
な
り
ま
す
。
こ
の
原
因
は
版
元
の
常
備
セ
ッ
ト
の
厳
選
に
よ
る

も
の
な
の
か
、
ま
た
は
書
庖
様
側
の
棚
事
情
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
消
費
税
が
ら
み
の
出
荷
事
情
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
い

ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
で
も
、

販
売
の
最
前
線
で
あ
る
害
届
様
の
状
況
が
、
大
書
居
に
於
て
も
年
々

厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
我
々
版
元
の
営
業
担
当
者
も
肌
身
に

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
人
文
書
の
よ
う
な
地
味
な
ジ
ャ
ン
ル
書
籍

t--、

が
、
今
後
ど
の
様
な
阪
売
状
況
に
直
面
し
て
い
く
の
か
、
し
っ
か

り
目
を
見
開
い
て
見
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
文
会
と
し
て
今
回
は
じ
め
て
、
地
域
別
特
約
庖
数
、
人
文
書

展
示
冊
数
・
売
上
げ
ス
リ
ッ
プ
枚
数
及
び
占
有
率
を
出
し
て
見
ま

し
た
。
別
表
②
が
そ
の
表
で
ご
ざ
い
ま
す
。

売
行
・
傾
向
と
し
て
は
、
や
は
り
大
都
市
、
大
書
庖
に
偏
霊
化

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
傾
向
は
、
今
後
ま
す
ま
す
強
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
出
版
文
化
と
い
う
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
も
う
少
し
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
形
に
な
る
の
が
望
ま
し
い
は
ず
で
す
。
人
文
会
と

し
て
も
、
デ
l
タ
を
も
っ
と
深
く
分
析
す
る
必
要
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
数
字
が
低
い
地
域
、
書
庖
礎
そ
し
て
版
元
も
、

売
れ
て
い
く
一
冊
一
冊
の
重
昧
を
お
五
い
に
充
分
理
解
で
き
る
よ

う
な
関
係
を
築
く
努
力
を
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
、
書
庖
様
、
取
次
唐
様
か
ら
の
積
極

的
な
提
言
・
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

書
店
様
・
取
次
庖
各
位
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す

様
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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刈凧

人
文
会
特
約
庖
準
特
約
底
一
覧

プロツ 北関東 プロ 東北
プ口ツ 北海道

一宮

ク ク ク

てばくコ N Z戸K 郡山 福島 11 11 11 11 仙台形山 H 盛岡 前弘青森 H キ幌L 

ijj ;ルii特約庖プラ 富貴堂 コルl プ

な庖ク ツ
lこク
わセ

タ ン

タ

H つばく 水戸 H 仙台 形山 H 盛岡 H 秋目 前弘 H 館函旭川札幌

iii Zi主F目車告書i;iiEi2 ijiii 
プ

首
都
圏
(
3
県
)

プ
ロ
ッ
ク

宇
都
宮
新
星
堂
宇
都
宮
庖

前

橋

燥

平

堂

H

プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
リ
プ

旦
削
橋
底

ナ
カ
ム
ラ
ヤ

須
原
屋

須
原
屋
コ
ル
ソ
庖

新
栄
堂
大
宮
庖

大浦|太
宮 M 和|回H 議11 1/ 五

プ
ラ
ザ
多
国
屋

キ
デ
イ
ラ
ン
ド
千
葉
庖

千
葉
大
学
生
協

旭
屋
書
庖
船
橋
庖

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
リ
プ

ロ
一
船
橋
底

新
星
堂
柏
庖

有
隣
堂
伊
勢
佐
木
庖

有
隣
堂
西
口
庖

有
隣
堂
東
口
ル
ミ
ネ
庖

要柏

畑町民

字
都
宮

所厳
H 沢

川横
崎 H 浜

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
リ
プ

ロ
筑
波
庖

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
リ

プ
ロ
字
都
宮
庖

大浦
H 宮和

埼
玉
大
学
生
協

押
回
議
文
堂

大
宮
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

押
田

三
省
堂
ブ
ッ
ク
ポ

l
ト

大
宮
居

須
原
屋
蕨
庖

芳
林
堂
書
庖
所
沢
庖

パ
ル
コ
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
新
所
沢
底

早
稲
田
大
学
生
協
所
沢

庖

津
田
沼
芳
林
堂
書
庖
棒
田
沼
庖

柏

ス

カ

イ

プ

ラ

ザ

浅

野

松
戸
堀
江
良
文
堂
書
庖

市
川
弘
栄
堂
書
底
市
川
底

神
奈
川
大
学
生
協

関
東
学
院
大
学
購
買
部

江
崎
書
底
向
ケ
丘
庖
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東
京
都
内

プ
ロ
ッ
ク

有
隣
堂
戸
塚
庖

ジ
ョ
イ
ナ
ス
栄
松
堂

そ
ご
う
プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

慶
応
大
学
生
協
日
吉
庖

有
隣
堂

B
E庖

有
隣
堂
藤
沢
庖

プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
リ
プ

ロ
藤
沢
唐

小
田
原
伊
勢
治
書
盾

厚
木
有
隣
堂
厚
木
庖

千
代
田
東
京
堂
本
庖

三
省
堂
書
底
本
庖

書
泉
グ
ラ
ン
デ

H

岩
波
プ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

旭
屋
書
底
水
道
橋
庖

丸
善
お
茶
の
水
庖

法
政
大
学
生
協
市
ヶ
谷

底
明
治
大
学
生
協
本
校
底

八
重
州
プ
ッ
タ
セ
ン
タ
ー

丸
善
本
庖

旭
屋
書
盾
銀
座
底

慶
応
大
学
生
協
三
田
鹿

大
盛
堂
書
底

紀
伊
国
屋
書
信
渋
谷
底

旭
屋
書
庖
渋
谷
底

三
省
堂
書
底
渋
谷
底

国
学
院
大
学
生
協

藤川 横
H 沢崎 11 11 11浜

" " 11 
11 " 11 11雲港HHZH 

同ヘ
川
崎

プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
リ
プ

ロ
川
崎
底

東
海
大
学
協
助
会

言千
代
田
上
智
大
学
購
買
部

H

冨
山
房
本
底

実

近
藤
書
館

渋
谷

紀
伊
国
屋
書
底
笹
塚
庖

東
京
部
下

プ
ロ
ッ
ク

皇室
東
京
大
学
生
協
本
郷
底

プ
ッ
タ
セ
ン
タ
ー
リ
プ

ロ
浅
草
庖

墓
泉
大
学
生
協
駒
場
居

員新
M 宿

紀
伊
国
屋
書
底
本
庖

三
省
堂
書
信
新
宿
西
口

底
芳
林
堂
書
居
高
田
馬
場

底
西
武
新
宿
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー

早
稲
田
大
学
コ
l
プ
プ

ラ
ザ
底

明
展
書
底

書
原
杉
並
庖

ブ
ッ
ク
セ
ラ
l
ズ
西
荻

明
治
大
学
生
協
和
泉
底

" 11 11霊喜

旭
屋
書
信
池
袋
底

芳
林
堂
書
底

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
リ
プ

ロ
池
袋
庖

武
蔵
野
弘
栄
堂
書
底
吉
祥
寺
底

パ
ル
コ
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
古
忠
仲
寺
品
回

" 11量

同柵町

、-‘

目

黒

八

雲

堂

都
立
大
学
生
協

世
田
谷
キ
リ
ン
堂
書
庖
パ
ル
底

H

紀
伊
国
屋
書
底
玉
川
高

島
屋
底

プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ラ
ム

ラ
芳
進
堂

早
稲
田
大
学
生
協
文
学

部
底

新
宿

杉
H 並

プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
荻
密

八
重
州
プ
ッ
タ
セ
ン
タ

ー
ル
ミ
ネ
庖

箆
島
新
栄
堂
書
脂

新
栄
堂
ア
ル
パ
庖

立
教
大
学
生
協

江
東
新
栄
堂
亀
戸
庖

武
蔵
野
紀
伊
闇
屋
書
后
吉
祥
寺

庖
第
九
書
房

鷹
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i!iji ij iii タク
セ l セ
ン リン

~ プタ

zi事近
畿
プ
ロ
ッ
ク

量
平
安
堂
長
野
底

E H 語
紀
伊
酒
屋
書
宿
新
潟
庖

曹
南
極
堂
書
底

清
明
堂
書
庖

新
潟，
 
，
 

富
山
高
岡

う
つ
の
み
や
片
町
唐
金
沢

北
国
書
林
香
林
坊
本
庖
一

H

金

沢

大

学

生

協

一

i

勝

木

書

后

一

福

井

康

々

堂

京

宝

庖

一

京

都

丸

善

京

都

支

唐

一

H

京

都

大

学

生

協

一

H

立

命

館

大

学

生

協

一

田

辺

同
志
社
大
学
生
協
今
出
一

川

底

一

ア
パ
ン
テ
ィ
ブ
ッ
ク
セ
一

ン
タ
l

一

京
都
書
院
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
一

ン
B
底

一

ジ
ュ
ン
ク
堂
書
底
京
都
一

底

一

旭

屋

書

底

本

底

一

大

阪

紀
伊
圏
麗
書
信
梅
田
底
一

H

ユ
l
ゴ
l
書
庖

M

旭
屋
書
庖
ア
ベ
ノ
庖

京|福金
M 都|井 11 11 沢11 11 11 '/ 11査

"，-.， 

甲
府

プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
リ
プ

ロ
甲
府
底

長
谷
川
書
庖

ア
ク
ロ
ス
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー

北
光
社

新
潟
大
学
生
協

富
山
大
学
生
協

文
苑
堂
書
底

福
音
館
書
底

金
沢
大
学
生
協
角
間
庖

撃量
品
川
書
底

英
一
書
房

龍
谷
大
学
生
協
深
草
庖

銀
邦
堂

同
志
社
大
学
生
協
田
辺

底
援
々
堂
京
橋
底

ナ
ン
パ
プ
ッ
タ
セ
ン
タ
ー

プ
ッ
タ
セ
ン
タ
ー
リ
プ

ロ
梅
田
底
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別表2 特約底、人文書展示冊数・売上スリップ枚数及び占有率 (1990.8/調査:年間集計〉

*A=特約底 B=準特約底
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月齢、

恩だと 貴重な 報告を O 小会 方こ取22さOi 上己な言事げそ時
ま、こ

いデ今号 で す正そ

ざJ 衣替 - ま l は 厚罰申L て の し

す。 をタ 掲載に 一 たいき 提言ご おにこ 視点ぃ 又文芦 パル. り
イ を 得年
ン お るいに 上いゃな がト
トi: こたー げとごい えの三

集L-なん ま思量ま
いに がま す。 いし

はま毎月 でし まはた るら
、す きた とれ

J主催重
まの・ 思た

い号
い力

たご 訪問 の まが
明」 ぃ

れこ。 覧下さ の す。発揮議
蓄t ささ
いて ら い定改を

られの

た お
の。 まよは なる票

試議」室 だ2
しぴ

るの吹き
た会員社 実き し タこ 墜突宝九荒

また をな
言様の iるし

活用す お てつ
のつれ

とて又文会 取組 ねて
な有 こお にい
りり るなり しで み原点を まま難ヮ のうま てし をて
す。 つン 会もこす Eiち お
ごポ

にと 詳し
願ふこ

ござイ いまの
期待 いン のよ 方の に 各害庖 申し えよ
まト 任りい てう戸圏内
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戸h

~ 

一
九
九

O
年
人
文
会
各
社
の
受
賞
図
書
一
覧
(
ア
イ
ウ
エ
オ
順
)

.
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
賞

前
田
成
文
著
『
車
問
ア
ジ
ア
の
組
織
原
理
』
(
勤
草
書
房
)

赤
木
攻
著
『
タ
イ
の
政
治
文
化
』
(
勤
草
書
房
)

油
井
大
三
郎
著
『
-
未
完
の
占
領
改
革
新
し
い
世
界
史
U
』
(
東
京
大
学
出
版

会
)

・
N
I
R
A政
策
研
究
・
東
畑
記
念
賞

鶴
見
和
子
・
川
田
侃
編
『
内
発
的
発
展
論
』
(
東
京
六
学
出
版
会
)

.
大
悌
次
郎
賞

宮
下
志
朗
著
『
本
の
都
市
リ
ヨ
ン
』
(
晶
文
社
)

中
村
喜
和
著
『
聖
な
る
ロ
シ
ア
を
求
め
て
』
(
平
凡
社
)

.
カ
ナ
ダ
首
相
出
版
貧

加
藤
普
章
箸
『
多
元
国
家
カ
ナ
ダ
の
実
験
』
(
未
来
社
)

ピ
エ

l
ル
・
ト
ル
ド
1
著
/
加
藤
普
章
・
田
中
治
訳
『
連
邦
主
義
の
思
想
と
構

造
』
(
御
茶
の
水
書
房
)

・
木
村
伊
兵
衛
賞

星
野
道
夫
著
写
真
集
『
グ
リ
ズ
リ
l
』
『
ム

1
ス
』
(
平
凡
社
)

.
小
泉
八
雲
賞

河
竹
霊
志
夫
著
『
歌
舞
伎
美
論
』
(
墓
泉
大
学
出
版
会
)

.
今
和
次
郎
賞

松
平
誠
著
『
都
市
視
察
の
社
会
学
』
(
有
斐
閣
)

.
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞

西
村
清
和
著
『
遊
び
の
現
象
学
』
(
勤
草
書
房
)

.
渋
沢
ク
ロ

l
デ
ル
賞

P
・
シ
ャ
ン
ジ
ュ
l
著
『
ニ
ュ
ー
ロ
ン
人
間
』
(
み
す
ず
書
房
)

辻
村
み
よ
子
著
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
怠
法
原
理
』
(
日
本
評
論
社
)

.
新
潮
学
芸
賞

鶴
見
阜
行
著
『
ナ
マ
コ
の
眼
』
(
筑
摩
書
房
)

.
土
門
拳
賞

宮
崎
学
著
写
真
集
『
フ
ク
ロ
ウ
』
(
平
凡
社
)

.
日
経
経
済
図
書
文
化
賞

本
多
佑
三
著
『
計
量
経
済
学
に
お
け
る
大
様
本
検
定
』
(
神
戸
経
営
学
双
書
〉

(
有
斐
簡
)

・
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞

和
宮
正
之
著
『
私
の
中
の
シ
ャ
ル
ト
ル
』
(
筑
摩
書
房
)

・
日
本
翻
訳
文
化
賞
、
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞

イ
プ
セ
ン
著
/
原
千
代
海
訳
『
イ
プ
セ
ン
戯
曲
全
集
』
(
全
五
巻
)
(
未
来
社
)

プ
ッ
ダ
ゴ

l
サ
著
/
村
上
真
完
・
及
川
真
介
訳
『
仏
の
こ
と
ば
註
』
(
全
四
巻

別
巻
一
)
(
春
秋
社
)

『
西
洋
思
想
大
事
典
』
全
五
巻
(
平
凡
社
)

J
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
著
/
中
野
好
之
・
海
保
真
夫
訳
『
ス
ウ
ィ
フ
ト
政
治
・
宗
教

諭
集
』
ハ
法
政
大
学
出
版
局
)

G
・
ヴ
ィ

l
コ
著
/
福
鎌
忠
恕
訳
『
ヴ
ィ

I
コ
自
叙
伝
』
(
法
政
大
学
出
版
局
)

L
・
シ
ュ
タ
イ
ン
著
/
石
川
三
義
他
訳
『
平
等
原
理
と
社
会
主
義
』
(
法
政
大

学
出
版
局
)

ヴ
ォ
ル
テ
l
ル
著
/
安
斉
和
維
訳
『
歴
史
哲
学
|

l
「
諸
国
民
の
風
俗
と
精
神
に

つ
い
て
」
予
論
』
(
法
政
大
学
出
版
局
)

-
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
(
オ
ク
タ
ピ
オ
・
パ
ス
受
賞
)

高
山
智
博
・
嬰
A

廿
明
子
訳
『
孤
独
の
迷
宮
ー
ー
メ
キ
シ
コ
の
文
化
と
歴
史
』
(
法

政
大
学
出
版
局
)

鼓
直
・
木
村
栄
一
訳
『
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
イ
H

ス
ト
ロ
ー
ス
〔
原
書
改
訂
版
〕
』

(
法
政
大
学
出
版
局
)

.
毎
日
出
版
文
化
賞

石
田
雄
著
『
日
本
の
政
治
と
言
葉
上
・
下
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
南
日
本
出
版
文
化
賞

下
野
敏
見
著
『
東
シ
ナ
海
文
化
闘
の
民
俗
』
(
未
来
社
)

.
柳
田
園
男
貧

困
辺
傷
著
『
日
本
蛮
人
伝
統
の
研
究
』
(
法
政
大
学
出
版
局
)

.
競
売
文
学
賞

高
井
有
一
著
『
夜
の
蟻
』
(
筑
摩
書
房
)

.
和
辻
哲
郎
文
化
賞

字
佐
美
斉
箸
『
落
日
論
』
(
筑
摩
書
房
)
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人文会会員名簿

(干111 台東区蔵前2-6-4 筑摩書房内〕 1991. 2.現在

社 名担当者干 所在地 電話 FAX

青木書唐古川 清 162 新宿区早稲田鶴巻町538 3202-3999 3204-1187 

大月書庖原聞敦雄 113 文京区本郷2-11-9 3813-4651 3813-4656 

御茶の水書房平石 修 113 文京区本郷5-30-20 5684-0751 5684-0753 

/欄ヘ 紀伊国屋書庖出版部 佐久間健雄 156 世田谷区桜丘5-38-1 3439-0128 3439-3955 

動草書房氏家富男 112 文京区後楽2-23-15 3814-6861 3814-6854 

社会思想社渡辺和彦 113 文京区本郷3-25-13

中銀本郷3丁目ピル 3813-8105 3813-9061 

春 秋 社淳畑吉和 101 千代田区外神田2-18-6 3255-9611 3253-1384 

幹 事 品 文 社蔦洲隆男 101 千代田区外神田2-1-12 3255-4501 3255-4506 

幹 事 誠信書房積地正窓口2 文京区大塚3-20-6 3946-5666 3945-8880 

創 元 社重光義彦 162 新宿区山吹町334-11 3269-1051 3269-1092 

代表幹事 筑摩書房菊池明郎 111 台東区蔵前2-6-4 5687-2680 5687-2685 

東京大学出版会竹内康一 113 文京区本郷7-3-1

東京大学構内 3811-8814 3812-6958 

日本評論社管田 誠 170 豊島区南大塚3-10-10 3987-8621 3987-8590 

幹 事 福村出版土屋知可夫 112 文京区小石川1-3-17 3813-3981 3818-2786 

幹 事 平 凡 社須田康昭 102 千代田区三番町5Kピル 3265-04553263-9333 

法政大学出版局市川 昭夫 102 千代田区富士見2-17-1

法政大学構内 3237-1731 3237-8899 

会 長 みすず書房相田良雄 113 文京区本郷5-32-21 3814-0131 3818-6435 

H 持谷寿夫 11 3814-0131 3818-6435 

未 来 社西谷能英 112 文京区小石川3-7-2 3814-5521 3814-8600 

m民 幹 事 雄山閤出版武 一雄 102 千代困区富士見2-6-9 3262-3231 3262-6938 

幹 事 有 斐 閣辻村清隆 101 千代田区神田神保町2-173265-6811 3262-8035 

吉川弘文館阿部 昇 113 文京区本郷7-2-8 3813-9151 3812-3544 

販売企画委員会。辻村 O重光古川氏家竹内阿部

弘報委員会。土屋 O平石原田佐久間西谷

調査・研修委員会。演地 O深畑渡辺菅回

特約庖委員会。高洲 O市川持谷
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9旬、

結集
活出
読ま董阿盟、鮮

明宏3
圃常誰民且Sな

E料金護

iij典

象-.，)匂i&滋

主企主盟電製

;;j整
基の I~_ Cこー鋭

諸乙壬警
読か富aヨ見

掛2
0ま費 1;-示
。で社主主E
円今会iIIi
Q 日論司宮
.的の e田・

5事第

相
刷
柑
丘
業

国
雪
桜
営

醤

冨

区

{

屋
間
開

園

脚

側

伊
蕊
紀
主阪出

唯
一
の
道
を
歩
む
悲
劇
の
思
想
家
の
全
貌
・
内
容
案
内
星

「
ポ

j
-
I
t詐
W
u
-
-
P
N
M
島
主
詮
主
』
守
一
幅
制
閣
圃

二
回
一
己
盟
申
d
E加
刻
《
王
陸
軍
布
一
金
制
巷

一
書
‘

d
E
d
d
E
J
司
d
・
凶

E
$
4
3
2
J

一
国
盟
諸
f

昭
和
初
年
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
台
頭
に
ひ
と
り
自
由
主
義
の
旗
を
掲
げ
て
た
た

か
い
、
や
が
て
軍
部
が
は
び
こ
り
、
右
興
勢
力
が
こ
れ
に
と
っ
て
変
る
や
、
フ

ア
ツ
シ
ズ
ム
と
真
正
面
か
ら
対
決
し
た
自
由
・
理
想
主
義
思
想
家
の
全
貌
。
主

義
に
対
し
て
は
少
し
の
ご
ま
か
し
も
妥
協
も
ゆ
る
さ
ず
、
信
念
に
生
き
信
念
に

死
し
た
そ
の
生
涯
は
現
代
人
に
覚
醒
と
反
省
を
促
す
こ
と
だ
ろ
う
・
社

-
A
5判
函
入
/
平
均
四

O
O買
/

月

報

合

本

)

相

個

別

記
念
特
別
価
格
・
揃
価
一
四
回
、

0
0
0円
仙

器

削

(
引
年
七
月
末
日
締
切
.
八
月
一
日
以
降
は
定
価
一
五
三
、
六

O
O円
)

M

U

叩

-
-
E
E
-
-
-
E
E
-
-
-
-
-
E
E
-
-
-
-
Z
E
E

・E
・-E
E
E

・E
・E
・-E
E
E

・E
・-
E

・E
・-
E
E

・E
・-E
E
E

・E
・E
・-E
E
E

・E
・E
・-E
E
E

・E
・-
E

・E
・-
E

・E
・-引
u
a
E開
'a'F

河
合
柴
治
郎
生
誕

m年
記
怠
*
復
刊
・
全
巻
同
時
発
売
制
社
削

石堂清倫

続わが異端の昭和史
社会主義思想に誠実に生きた一知
識人の波乱の戦後史。 2575円干310

N.ルーマン/馬場・上村訳

目的総どノステム合理性
社会システムにおtする目的の機能
について 4120円〒310

小津征爾
大研究

~ 有馬泊予

l自のかたち・文化のかたち
解釈の三類型から言語・文化・パ
ーソナリティを考察。 2266円干260

織田元子

システム論とフェミニズム
女性問題に関わる概念の混乱をシ
ステム論によって正す。2163円干捌
*定価は税込/振替東京5・175253

2恋芸勤草書房嘉fz;

ウィーンの
モーツァルト
・丸山桂介 モーツァlレトがつき
動かされていた創造理念の秘密を
同時代精神史の文脈の中に読み解
き、究明した画期的論考。 1900円

砕定価は消費鋭込み

環器民EF春秋社鍛露お|



浪費の政治学
商品としてのスタイル

S・ユーウェン平野・中江訳かぎ
りない欲望t消費の迷路、現代社会。
その本質を、個人生活から世界政治ま

でを支配する「スタイJりを切り口に鮮

やかに読み解<0 36ω円

「知の再発見」双書
フランス・ガリマール柱と提携
世界13カ国で出版

壊れたヨーロツ/(
クルツィオ・マラパルテ古賀弘人訳

ナチスとともに進軍し、戦いの傷跡を

なめつくした戦時特派員が、穣さ(L..

腐ったヨーロッパを描き出す。全世界

を震憾させた2針路己の黙示銑 4500円

マ
ホ
メ
ッ
ト

五
+
嵐
一
監
修
ア
ラ
ブ
世
界
の
基
本
原

理
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立
と
展
開
を
、

預
言
者
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
生
涯
を
通
し
て
解

説。

1
3
0
0円
(
税
込
)

，r

，ll，L
固
司
失
わ
れ
た
都

圏
司
」

1
-
A固
円
市
を
求
め
て

落
合
一
泰
監
修
未
解
明
の
巨
大
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
や
象
形
文
字
を
擁
す
る
偉
大
な
文
明
。

探
検
史
と
研
究
史
の
流
れ
を
立
体
的
に
描

く。

1
3
0
0
円
(
税
込
)

r-.. 

晶文社語習課伊中田町2大阪市北区西天満ト4-2
東京都新宿区山吹町334-11創元社

女性の
セルフ・フィットネス
自分らしさと心の調和

中村延江著現代女性のさまざま

なストレスを解消L.快適で充実
した状態を実現する 2100円

構造こわし
組織変革の，色哩学

古川久敬箸組織が硬直から脱却

して革新を実現するための「構造

こわし」理論を提唱する.2300円

あ
る
神
経
病
者
の
回
想
録

D
・P-
シ
ュ
レ
L
ハ
l

渡
辺
哲
夫
訳

前
世
紀
末
の
一
知
識
人
が
書
き
残
し
た
精
神
病
者
の
内
的
世

界
。
フ
ロ
イ
ト
が
分
析
し
、
ラ
カ
ン
の
精
神
病
論
の
基
底
と

な
っ
た
古
典
的
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

5
3
6
0
円

命へゐ

?7遍
令レヨ
露f レ
的 fク
3手ゼ
ア句ずコ

クデ'

り哲
投学
盈51
カ‘)¥
す(/)

。忌加坂
ミ吾容部

;皇室恵
円本編

田島、

〈税込表示〉

誠信書房内部務課筑摩書房 Z;;lJ清高官AKLU



舟 1

石

井

進

B
5
判
/
二
八
八
四
円
(
税
込
)

中
世
を
読
み
解
く
古
文
書
入
門

『
古
文
書
を
読
む
」
と
は
、
中
世
史
研
究
の
出
発
点
で
あ
る
と
同
時

に
目
標
の
一
つ
で
あ
る
・
つ
ま
り
「
中
世
」
理
解
は
古
文
書
の
世
界

を
通
し
て
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
も
い
え
る
。
本
書
は
、
古
文

書
の
現
物
を
て
い
ね
い
に
読
み
進
め
な
が
ら
、
中
世
社
会
の
知
ら

れ
ざ
る
姿
を
生
き
生
き
と
再
現
し
て
い
く
好
著
。

盲

瀬

虫

歯

四

六

判

/

二

三

六

九

円

(

税

込

)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
小
国
の
国
際
政
治

国最新刊・

久
世
敏
雄
編

変

貌

す

る

祉

会

と

青

年

の

心

理

激
動
す
る
社
会
の
諸
相
と
、
そ
の
も
と
で
形

成
さ
れ
変
化
し
て
き
た
現
代
青
年
の
心
理
的

特
徴
の
関
連
性
を
多
面
的
に
分
析
す
る
。

岡
堂
哲
雄
編

非
行
の
心
理
臨
床

講
座
心
理
臨
床
の
実
際
固

6
つ
の
代
表
的

心
理
療
法
に
よ
る
非
行
少
年
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
、
理
論
と
事
例
の
双
方
か
ら
記
述

東京大学出版会

電話 (03)
3813-3981 福村出版

*定価は税込*

東京・文京
小石川1-3

f刷、

こ
の
絵
本
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
l
病
に
か
か
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